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【導
入

学
習

】経
営

管
理

基
礎

第
１

回
-A

M
ECE

で
す

。

1

今
回

は
、第

1回
目

と言
うことで

M
ECE（

ミー
シ

ー
）

を行
って

い
きます

。
次

回
以

降
は

、ロジ
ックツリー

、KPI、PDCA、P/L・・・な
どを行

って
い

きます
。
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ここで
は

、一
番

最
初

に
「M

ECEとは
」

に
つ

い
て

、見
て

行
きま

しょう。
次

に
「課

題
文

」
を見

て
行

き
、

最
後

に
「M

ECEの
振

り返
り」

を行
い

ま
す

。

3

そ
れ
で
は
、
M
ECEに

つ
い
て
み
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

⓵
M
ECEの

こ
と
知
っ
て
る
人
、
い
ま
す
か
？

知
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

②
M
ECE

ミ
ー
シ
ー
、
ミ
ッ
シ
ー

と
い
い
、

「
各
事
柄
間
に
重
な
り
が
な
く
、
全
体
と
し
て
漏
れ
が
な
い
」
状
態
の
こ
と

つ
ま
り

モ
レ
な
く
ダ
ブ
リ
な
く

の
こ
と
で
す
。

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
基
礎
技
術
で
最
も
重
要
な
も
の
が
M
ECEで

す
。

M
ECE的

思
考
を
使
う
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
物
事
の
全
体
を
構
造
的
に
捉
え
、
優
先
順
位

を
つ
け
て
選
択
、
決
定
、
行
動
で
き
る
こ
と
で
す
。

M
ECEで

考
え
る
習
慣
を
身
に
付
け
て
、
仕
事
の
精
度
と
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

③
た
と
え
ば
、
企
業
で
働
く
社
員
の
分
類
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

男
性
社
員
、
女
性
社
員
と
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
と
、
モ
レ
も
ダ
ブ
り
も
あ
り
ま
せ

ん
。「
正
社
員
」
と
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
と
、
ダ
ブ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
契
約
社
員
、
派
遣
社
員
、
嘱
託
社
員
な
ど
の
モ
レ
が
発
生
し
ま
す
。

年
齢
で
「
若
者
」
と
「
中
年
」
と
「
高
齢
者
」
と
「
既
婚
者
」
で
は
、
モ
レ
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ダ
ブ
リ
が
発
生
し
ま
す
。

④
重

要
な

視
点

、項
目

で
モレ（

洩
れ

、欠
落

）
が

あ
る

と致
命

的
な

問
題

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

りま
す

。
ダブ

り（
重

複
）

が
あ

る
と無

駄
、非

効
率

が
生

ま
れ

ま
す

。
こ
の
様
に
、
モ
レ
な
く
、
ダ
ブ
リ
な
く
の
状
態
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
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こ
れ
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
で
す
。

【約
1分

待
つ

】

5

そ
れ

で
は

、問
題

を見
て

行
きま

しょう。
千

葉
県

の
食

品
メー

カー
に

パ
ン事

業
部

に
勤

め
る

小
山

は
、“モレ

な
くダブ

リな
く”分

類
し、そ

れ
を図

に
して

まとめ
る

とい
うことで

した
。

“モレな
くダブリな

く”とい
う観

点
か

ら、M
ECEを使

い
ます

。
営

業
課

か
ら聞

い
た

話
は

、文
章

の
まま

で
は

内
容

が
解

り難
い

で
す

が
、聞

い
た

順
に

図
に

表
し

て
ゆ

くと、簡
単

に
な

ります
。

ま
ず

、自
社

が
扱

うパ
ン

を「リー
ンパ

ン
」と「リッチ

パ
ン

」に
二

分
して

考
え

ます
。

この
時

点
で

既
に

“モ
レな

くダブリな
く”整

理
され

て
い

ます
。

これ
をM

ECE（
M

utually Exclusive and Collectively Exhaustive）
と言

い
、

重
複

が
な

く全
体

で
不

足
も

な
い

状
態

を
表

して
い

ま
す

。
次

に
、この

M
ECEの

状
態

を
維

持
しつ

つ
、パ

ン生
地

に
よる

分
類

を
行

い
ます

。
パ

ン
生

地
は

バ
ター

ロー
ル

・食
パ

ン・デ
ニ

ッシ
ュ・フラン

ス
パ

ン
・ブ

リオ
ッシ

ュ・パ
イ・ドー

ナ
ツの

７
種

で
、各

々
が

リー
ン

パ
ンか

リッチ
パ

ン
か

を
区

別
して

整
理

す
る

ことで
、次

の
よ

うに
な

ります
。

この
ように

、パ
ンの

大
分

類
（

リー
ンパ

ン／
リッチ

パ
ン

）
とパ

ン
生

地
に

よ
る

分
類

とい
う２

つ
の

観
点

で
M

ECEを考
え

る
場

合
、タテ

・ヨコの
表

形
式

で
整

理
す

る
の

が
最

適
で

す
。

ち
な

み
に

、卵
や

油
脂

、砂
糖

、乳
製

品
な

どの
副

材
料

を
豊

富
に

使
った

パ
ン

を
リッチ

な
パ

ンと
言

い
ます

。『豊
か

な
』『コクの

あ
る

』『濃
厚

な
』とい

う意
味

が
あ

ります
。

粉
、水

、塩
、イー

ス
トで

作
る

脂
肪

分
の

少
な

い
シ

ンプ
ル

な
パ

ンを
リー

ン
な

パ
ン

と言
い

ます
。

『簡
素

な
』とか

『シ
ン

プル
な

』とか
『脂

肪
分

の
な

い
』とい

う意
味

が
あ

ります
。
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さらに
、各

パ
ン生

地
で

作
られ

る
パ

ンの
種

類
と、焼

き方
（

ハ
ー

ド／
ソフト）

に
よる

分
類

と
い

う観
点

を
加

え
て

再
整

理
します

が
、その

際
に

は
、少

し工
夫

が
要

ります
。

既
に

パ
ンの

大
分

類
とパ

ン
生

地
に

よる
分

類
で

タテ
・ヨコの

２
軸

を
使

用
して

しまった
た

め
、あ

とは
枠

組
を３

次
元

に
拡

張
す

る
しか

あ
りませ

ん
。

この
ような

場
合

、配
置

す
る

要
素

をアイコン化
して

区
別

す
る

と解
り易

くな
ります

。

バ
ター

ロー
ル

生
地

で
作

る
の

は
、「ロー

ル
パ

ン」と「調
理

パ
ン」、デ

ニッシ
ュ生

地
で

つ
くる

の
は

「デ
ニッシ

ュパ
ン」「バ

ラエテ
ィブ

レッド」「クロワッサ
ン」「菓

子
パ

ン
」

ブリオ
ッシ

ュ生
地

で
作

る
の

は
「ブリオ

ッシ
ュ」、パ

イ生
地

で
つ

くる
の

は
「ア

ップル
パ

イ」「ポ
テ

トパ
イ」、

ドー
ナ

ツ生
地

で
つ

くる
の

は
「ドー

ナ
ツ」「カレー

パ
ン」で

す
。

フランス
パ

ン
生

地
で

つ
くる

の
は

ハ
ー

ドに
焼

き
方

で
「フラン

ス
パ

ン
」だ

け
で

す
。

この
ように

、全
て

の
要

素
を“モ

レな
くダブリな

く”整
理

す
る

M
ECEの

考
え

方
は

、日
々

の
業

務
の

あ
らゆ

る
局

面
で

活
用

で
き

る
基

本
フレー

ム
ワ

ー
クで

す
。

7

で
は
、
も
う
一
度
、
M
ECEに

つ
い
て
み
て
行
き
ま
す
。

M
ECEと

は
、

「各
事

柄
間

に
重

な
りが

な
く、全

体
として

漏
れ

が
な

い
」状

態
の

ことで
す

。

分
類
の
観
点
が
２
つ
で
あ
れ
ば
タ
テ
×
ヨ
コ
、
３
つ
以
上
で
あ
れ
ば
ア
イ
コ
ン
等
で
区
別
し

て
整
理
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

新
た
な
要
素
や
観
点
が
加
わ
る
場
合
、
そ
の
都
度
M
ECEで

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と

か
大
切
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
M
ECEは

重
要
で
す
。
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【導
入

学
習

】経
営

管
理

基
礎

第
1回

-Ｂ
ロジ

ックツリー
で

す
。

1

今
回
は
、
第
1回

目
の
Ｂ

と言
うことで

ロジ
ックツリー

を行
って

い
き

ます
。
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ここで
は

、一
番

最
初

に
「ロジ

ックツリー
とは

」
に

つ
い

て
、見

て
行

きましょう。
次

に
「課

題
文

」
を見

て
行

き、
最

後
に

「ロジ
ックツリー

の
振

り返
り」

を行
い

ます
。

3

ロジ
ックツリー

とは
、問

題
の

要
因

を分
解

して
階

層
ご

とに
整

理
す

る
ことで

、根
本

とな
る

原
因

を
理

解
し解

決
策

を
模

索
す

る
も

の
で

す
。

論
理

的
に

Logic 考
え

る
た

め
に

樹
木

Tree 状
に

分
解

す
る

ことか
ら、ロジ

ックツリー
と呼

ば
れ

て
い

ます
。

メリットとして
は

、
問

題
発

見
が

容
易

な
こと

議
論

の
ズ

レが
見

つ
け

や
す

くな
る

、な
どが

上
げ

られ
ます

。
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まず
、前

の
問

題
M
ECE（

ミー
シ

ー
）

と同
様

、箇
条

書
きに

され
た

ヒヤ
リン

グ
結

果
を

図
に

表
す

作
業

か
ら始

め
て

い
きます

。

5

その
際

、各
指

摘
の

内
容

の
類

似
性

に
着

目
して

分
類

す
る

ことが
重

要
に

な
ります

。
それ

と同
時

に
、そも

そも
この

ヒヤ
リング

の
目

的
が

何
で

あ
った

か
を考

え
る

必
要

が
あ

ります
。

す
な

わ
ち

、｢事
業

改
善

」は
、言

い
換

え
れ

ば
「利

益
が

低
い

状
態

を
どう解

消
す

るか
」とい

うことで
あ

り、
利

益
を

増
や

す
た

め
に

は
「売

上
を上

げ
る

」か
「コス

トを下
げ

る
」しか

あ
りま

せ
ん

。
営

業
課

か
ら聞

い
た

話
は

、文
章

の
ままで

は
内

容
が

解
り難

い
で

す
。

しか
し、聞

い
た

順
に

図
に

表
して

ゆ
くと、簡

単
に

な
ります

。
ヒヤ

リン
グ

結
果

の
各

指
摘

を「売
上

を
上

げ
る

」「コス
トを下

げ
る

」とい
う２

つ
の

観
点

で
分

類
す

る
と、

図
の

ように
な

ります
。

一
定

の
整

理
が

出
来

た
ように

見
え

ます
。
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「売
上

アップ
」に

は
、

「認
知

度
か

低
い

た
め

、量
販

店
で

客
が

あ
まり手

に
取

らな
い

」
「一

部
の

直
営

店
の

訪
問

客
が

少
な

い
」

「直
営

店
内

の
レイアウトが

悪
い

た
め

、客
が

な
か

な
か

買
物

を終
え

な
い

」
「一

部
の

直
営

店
は

、
昼

時
が

混
む

た
め

、レジ
位

置
を

変
更

す
る

必
要

が
あ

る
」

「ピー
ク時

とそれ
以

外
の

時
間

帯
の

込
み

具
合

が
極

端
に

異
な

る
」

「飲
料

が
あ

まり売
れ

て
い

な
い

」
「客

１
人

当
た

りの
購

入
点

数
が

少
な

い
」

が
入

ります
。

「コス
トダウン」に

は
、

「直
営

店
の

店
舗

賃
料

が
高

い
」

「作
業

量
の

割
に

現
場

社
員

が
多

過
ぎ

る
」

「需
要

の
小

さい
パ

ン
も

作
って

い
る

た
め

、材
料

費
が

割
高

に
な

る
」

「パ
ンを個

別
包

装
し過

ぎ
て

い
る

」
が

は
い

りま
す

。

しか
し、これ

で
は

まだ
大

雑
把

過
ぎ

て
い

て
、適

切
な

対
策

は
練

り難
い

で
す

。
も

う一
段

階
は

掘
り下

げ
て

み
る

必
要

が
あ

ります
。

7

その
際

、売
上

は
「客

単
価

×
客

数
」で

あ
る

ことか
ら、売

上
アップは

「客
単

価
向

上
」と「客

数
増

加
」

に
分

類
で

きます
。

「客
単

価
向

上
」に

は
、

「飲
料

が
あ

まり売
れ

て
い

な
い

」
「客

１
人

当
た

りの
購

入
点

数
が

少
な

い
」

が
入

り、
「客

数
増

加
」に

は
、

「認
知

度
か

低
い

た
め

、量
販

店
で

客
が

あ
まり手

に
取

らな
い

」
「一

部
の

直
営

店
の

訪
問

客
が

少
な

い
」

「直
営

店
内

の
レイア

ウトが
悪

い
た

め
、客

が
な

か
な

か
買

物
を終

え
な

い
」

「一
部

の
直

営
店

は
、昼

時
が

混
む

た
め

、レジ
位

置
を変

更
す

る
必

要
が

あ
る

」
「ピー

ク時
と

それ
以

外
の

時
間

帯
の

込
み

具
合

が
極

端
に

異
な

る
」

に
わ

け
られ

ます
。

また
、コス

トに
は

「固
定

費
｣（

売
上

に
関

係
な

く発
生

）
と「変

動
費

｣（
売

上
に

応
じて

発
生

）
とい

う基
本

的
な

考
え

方
が

あ
ります

の
で

、コス
トダウン

は
「固

定
費

削
減

」と「変
動

費
削

減
」に

分
類

す
る

ことが
で

きます
。

「固
定

費
削

減
」に

は
、

「直
営

店
の

店
舗

賃
料

が
高

い
」と「作

業
量

の
割

に
現

場
社

員
が

多
過

ぎ
る」

が
入

り、
「変

動
費

削
減

」に
は

、
「需

要
の

小
さい

パ
ンも

作
って

い
る

た
め

、材
料

費
が

割
高

に
な

る
」と「パ

ン
を

個
別

包
装

し過
ぎ

て
い

る
」

が
入

ります
。

これ
に

基
づ

い
て

図
を

更
に

整
理

す
る

と、この
よ

うに
な

ります
。
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どの
よ

うな
課

題
も

、その
本

質
で

あ
る

テ
ー

マを要
素

に
分

解
して

、各
要

素
に

該
当

す
る

情
報

をまとめ
る

ことで
、

その
内

容
を“見

え
る

化
”す

る
ことが

で
きます

。

その
際

、｢な
ぜ

そうな
る

の
か

｣（
W

hy so?）
とい

う“掘
り下

げ
”の

視
点

と、｢それ
で

どうな
るの

か
｣（

So 
w

hat?）
とい

う“ま
とめ

上
げ

”の
視

点
で

相
互

に
確

認
す

る
ことが

重
要

に
な

ります
。

尚
、｢売

上
アップ／

コス
トダウン」は

更
に

一
段

階
掘

り下
げ

て
み

る
と、次

の
手

を打
ち

易
くな

ります
。

｢売
上

アップ」の
「クロス

セ
ル

（
購

入
点

数
アップ）

」に
は

、
「飲

料
が

あ
まり売

れ
て

い
な

い
」と「客

１
人

当
た

りの
購

入
点

数
が

少
な

い
」

が
入

り
「新

規
客

数
増

加
」

に
は

、
「認

知
度

か
低

い
た

め
、量

販
店

で
客

が
あ

まり手
に

取
らな

い
」と「一

部
の

直
営

店
の

訪
問

客
が

少
な

い
」

が
入

り、
「ピー

ク時
客

回
転

率
向

上
」

に
は

、
「直

営
店

内
の

レイアウトが
悪

い
た

め
、客

が
な

か
な

か
買

物
を終

え
な

い
」と「一

部
の

直
営

店
は

、昼
時

が
混

む
た

め
、レジ

位
置

を変
更

す
る

必
要

が
あ

る」
が

入
り、

「時
間

帯
別

客
数

平
準

化
」

に
は

、
「ピー

ク時
とそれ

以
外

の
時

間
帯

の
込

み
具

合
が

極
端

に
異

な
る」

に
わ

け
られ

ます
。

9

｢コス
トダウン」の

「設
備

投
資

削
減

」
に

は
、

「直
営

店
の

店
舗

賃
料

が
高

い
」

が
入

り、
「社

員
人

件
費

削
減

」
に

は
、

「作
業

量
の

割
に

現
場

社
員

が
多

過
ぎ

る
」

「材
料

費
抑

制
」

に
は

、
「需

要
の

小
さい

パ
ンも

作
って

い
る

た
め

、材
料

費
が

割
高

に
な

る」
「消

耗
品

抑
制

」
に

は
、

「パ
ンを個

別
包

装
し過

ぎ
て

い
る

」
が

入
ります

。

この
ように

、テ
ー

マを要
素

に
分

解
し、そ

れ
を樹

形
図

状
に

整
理

す
る

手
法

をロジ
ックツリー

と言
い

ます
。

10 88



最
後

に
、ロジ

ックツリー
を見

直
します

。

11

89



【
導

入
学

習
】

経
営

管
理

基
礎

第
2回

-A
K
PI（

ケ
ー

ピ
ー

ア
イ

）
で

す
。

1

今
回

は
、第

1回
目

の
Ａ

と言
うことで

KPIを行
って

い
きます

。
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ここで
は

、一
番

最
初

に
「KPIとは

」
に

つ
い

て
、見

て
行

きましょう。
次

に
「課

題
文

」
を見

て
行

き
、

最
後

に
「KPIの

振
り返

り」
を行

い
ます

。

3

KPIとは
Key Perform

ance Indicatorの
略

称
で

、「重
要

業
績

評
価

指
標

」とい
わ

れ
ます

。
経

営
に

は
、さまざ

まな
種

類
の

業
績

評
価

指
標

が
使

わ
れ

ます
が

、KPIは
そ

の
中

で
も

「キ
ー

」
つ

まり「重
要

」とな
る

指
標

を元
に

、
目

標
の

達
成

に
向

か
って

、プロセ
ス

が
適

切
に

実
行

され
て

い
る

か
どうか

を計
測

す
る

役
割

が
あ

ります
。
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ここで
最

も
重

要
な

点
は

、
何

を
評

価
軸

と
し

て
分

析
す

る
か

と
言

う
事

で
す

。

店
舗

の
売

上
総

額
や

利
益

額
を

評
価

軸
と

し
が

ち
で

す
が

、
本

当
に

重
要

な
の

は
売

上
に

対
し

て
ど

れ
だ

け
利

益
を

生
み

出
し

て
い

る
か

と
言

う
事

で
す

。
既

に
売

上
総

額
と

利
益

額
は

一
覧

表
に

ま
と

め
て

い
ま

す
の

で
、

次
の

段
階

と
し

ま
し

て
は

、
売

上
と

利
益

の
関

係
を

、
平

均
利

益
率

と
い

う
形

で
示

し
ま

す
。

「千
葉

中
央

店
」の

、平
均

売
上

を計
算

しま
す

。

90,000,000
+

 80,000,000 +
 85,000,000 +

 110,000,000 ＝
365,000,000

（
9千

万
円

＋
8千

万
円

＋
8千

5百
万

円
＋

1億
１

千
万

円
=

 3億
6千

5百
万

円
）

365,000,000
÷

４
＝

91,250,000円
（

3億
6千

5百
万

円
÷

４
か

月
＝

9千
百

25万
円

）

次
は

、「千
葉

中
央

店
」の

平
均

利
益

を
計

算
します

。
-2,000,000 +

 -2,000,000 +
 -2,000,000 +

 5,000,000 =
-1,000,000

（
ー

２
百

万
円

＋
ー

２
百

万
円

＋
ー

２
百

万
円

＋
５

百
万

円
=

ー
百

万
円

）

-1,000,000 ÷
4 =

 -250,000円
（

ー
百

万
円

÷
４

か
月

=
 ー

25万
円

）

5

最
後

に
、「千

葉
中

央
店

」の
平

均
利

益
率

を計
算

して
み

ます
。

４
か

月
の

平
均

利
益

÷
４

か
月

の
平

均
売

上
×

100％
とな

ります
の

で
、

ー
25万

円
÷

9千
百

25万
円

×
100  =

  0.27%

同
じよ

うに
して

、「千
葉

幕
張

店
」

「成
田

店
」

「東
京

駅
店

」
「横

浜
店

」
の

平
均

利
益

率
も

計
算

して
み

ま
す

。
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これ
らを一

覧
表

に
追

加
して

み
ます

。

平
均

利
益

率
で

比
較

し
て

見
ま

す
と

、
売

上
規

模
と

は
関

係
な

く
、

利
益

を
出

し
て

い
る

店
舗

と
そ

う
で

な
い

店
舗

に
二

極
化

し
て

い
ま

す
。

成
田

店
は

売
上

規
模

は
最

も
小

さ
い

の
で

す
が

、
平

均
利

益
率

で
は

最
も

高
い

数
値

を
出

し
て

い
ま

す
。

逆
に

、
東

京
駅

店
は

、
売

上
規

模
で

は
一

番
高

い
売

上
を

上
げ

て
い

ま
す

が
、

平
均

利
益

率
で

見
て

み
る

と
、

５
店

舗
中

最
下

位
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。

つ
ま

り
、

平
均

利
益

率
と

い
う

評
価

軸
で

判
断

す
る

と
、

最
も

業
績

の
良

い
店

舗
は

「
成

田
店

」
で

、
最

も
改

善
が

必
要

な
の

が
「

東
京

駅
店

」
と

言
う

事
に

な
り

ま
す

。

こ
の

よ
う

に
、

判
断

軸
と

し
て

特
定

の
指

標
を

用
い

る
場

合
に

、
そ

の
指

標
を

KPI(Key Perform
ance Indicator)と

言
い

ま
す

。
日

本
語

で
は

「重
要

業
績

評
価

指
標

」と訳
され

ま
す

。

7

KPIとセ
ットで

聞
くことも

多
い

KGIで
す

が
、KGIとは

「key
Goal Indicator」の

略
で

す
。

日
本

語
で

は
「重

要
目

標
達

成
指

標
」を訳

され
ます

。

KPIは
業

績
レベ

ル
に

お
け

る
具

体
的

な
目

標
設

定
で

す
が

、KGIは
、より企

業
全

体
の

戦
略

的
は

目
標

設
定

で
す

。

KPIは
「量

」
「質

」
「時

間
」

「コス
ト」

「進
捗

率
」

な
どの

、日
々

の
アクシ

ョンの
結

果
として

の
数

値
を

、
短

期
的

に
計

測
可

能
で

、具
体

的
な

目
標

として
設

定
します

。
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【導
入
学
習
】経
営
管
理
基
礎
第
2回
-Ｂ

PD
CA（

ピー
デ
ィー
シ
ー
エー
）
で
す
。

1

今
回
は
、第
2回
の
Ｂ
と言
うことで

、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
ピー
デ
ィー
シ
ー
エー
）
を行
って
い
きま
す
。
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ここで
は
、一
番
最
初
に
「PDCAとは

」
に
つ
い
て
、見
て
行
き
ましょう。

次
に
「課
題
文
」
を見
て
行
き
、
最
後
に
「PDCAの

振
り返
り」

を行
い
ま
す
。

3

ま
ず

、
継

続
的

改
善

を
行

う
た

め
に

は
PD

CA(Plan-D
o-Check-Action)の

流
れ

を
作

る
こ

と
が

重
要

と
な

り
ま

す
。

こ
れ

ま
で

の
実

績
を

踏
ま

え
て

「
計

画
」

を
立

て
、

そ
の

計
画

に
従

っ
て

「
実

行
」

し
ま

す
。

実
行

状
況

が
計

画
通

り
に

進
ん

で
い

る
か

「
評

価
」

し
て

、
計

画
か

ら
逸

脱
し

て
い

る
よ

う
で

あ
れ

ば
「

改
善

」
し

ま
す

。
こ

れ
ら

一
連

の
流

れ
が

あ
っ

て
こ

そ
、

継
続

的
な

改
善

が
実

現
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。

次
に

、
Planと

D
oは

最
初

か
ら

決
め

て
あ

る
全

体
的

な
視

点
で

あ
る

の
に

対
し

て
、

Checkと
Actionは

短
期

的
な

活
動

を
指

す
と

い
う

違
い

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
ま

し
ょ

う
。

こ
の

4段
階

を
順

次
行

っ
て

1周
し

た
と

こ
ろ

で
、

最
後

の
Actを

次
の

PD
CAサ

イ
ク

ル
に

つ
な

げ
て

、
ら

せ
ん

を
描

く
よ

う
に

1周
ご

と
に

各
段

階
の

レ
ベ

ル
を

向
上

（
つ

ま
り

、
ス

パ
イ

ラ
ル

ア
ッ

プ
、

spiral up）
さ

せ
、

継
続

的
に

業
務

を
改

善
し

ま
し

ょ
う

。
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これ
は
、改
善
活
動
に
関
係
あ
る
、取
組
として

の
定
例
会
議
で
の
一
連
事
項
で
す
。

5

以
上

を
踏

ま
え

て
グ

ル
ー

プ
内

の
現

状
を

整
理

す
る

と
２

つ
の

問
題

が
見

え
て

き
ま

す
。

ま
ず

、
部

内
課

題
が

短
期

的
な

繰
り

返
し

で
、

長
期

的
な

視
点

で
の

当
初

計
画

が
無

い
た

め
、

改
善

の
方

向
性

が
曖

昧
で

す
。

次
に

、
外

部
契

約
課

題
は

短
期

的
な

チ
ェ

ッ
ク

が
無

い
た

め
、

改
善

さ
れ

て
い

る
か

を
逐

次
確

認
で

き
ま

せ
ん

。
つ

ま
り

、
部

内
の

全
体

計
画

の
立

案
（

長
期

サ
イ

ク
ル

）
と

、
外

部
契

約
課

題
の

定
期

確
認

（
つ

ま
り

、
短

期
サ

イ
ク

ル
）

の
設

置
が

必
要

と
い

う
事

に
な

り
ま

す
。

店
舗

指
導

（
週

次
）

で
は

：
「

直
営

店
の

店
舗

業
務

に
つ

い
て

課
題

を
発

見
し

て
指

導
す

る
」

こ
と

は
、

店
舗

課
題

の
Check-Actionに

入
り

ま
す

。
部

内
定

例
会

（
週

次
）

で
は

：
「

パ
ン

事
業

部
内

の
業

務
課

題
に

つ
い

て
話

し
合

う
」

こ
と

は
、

部
内

課
題

の
Check-Actionに

入
り

ま
す

。
直

営
店

責
任

者
会

議
（

月
次

）
で

は
：

「
直

営
店

の
営

業
成

績
を

報
告

し
、

翌
月

の
目

標
を

立
て

る
」

こ
と

は
、

店
舗

課
題

の
Plan-D

oに
入

り
ま

す
。

外
部

業
者

契
約

見
直

し
報

告
会

（
四

半
期

）
で

は
：

「
材

料
メ

ー
カ

ー
や

委
託

工
場

、
配

送
業

者
な

ど
と

契
約

内
容

の
見

直
し

を
す

る
」

こ
と

は
、

外
部

契
約

課
題

の
Plan-

D
oに

入
り

ま
す

。

以
上

、
部

内
課

題
の

Plan-D
oと

外
部

契
約

課
題

の
Check-Actionが

、
な

い
事

が
わ

か
り

ま
す

。
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ま
た

、
改

善
活

動
は

、
定

着
す

る
ま

で
に

定
期

的
に

外
部

か
ら

の
チ

ェ
ッ

ク
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
年

間
を

通
し

て
PD

CA活
動

を
グ

ル
ー

プ
内

に
定

着
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
に

し
て

、
部

内
・

店
舗

・
外

部
契

約
者

に
対

す
る

課
題

管
理

す
る

た
め

の
会

議
体

を
設

け
る

こ
と

も
重

要
と

な
り

ま
す

。

グ
ル

ー
プ

内
に

足
り

な
い

改
善

活
動

を
「

見
え

る
化

」
し

て
、

そ
れ

を
案

に
ま

と
め

れ
ば

よ
い

で
し

ょ
う

。

継
続

的
な

改
善

を
定

着
化

さ
せ

る
プ

ロ
セ

ス
を

設
け

る
こ

と
で

、
PD

CAと
い

う
繰

り
返

し
の

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
は

、
よ

り
有

効
性

が
高

ま
り

ま
す

。
改

善
活

動
を

現
場

に
周

知
さ

せ
る

こ
と

で
、

関
係

者
の

意
識

が
促

進
さ

れ
、

さ
ら

に
よ

い
結

果
が

得
ら

れ
ま

す
。

7

最
後
に
も
う一
度
、PDCAを見

て
み
ま
しょう。

PDCAの
メリットは

、特
に
仕
事
に
お
い
て
は
目
標
を明
確
に
し、それ

を達
成
す
る
た
め
の
施
策
を
考
え

て
い
くことが

重
要
とな
ります

。

また
、思
考
や
事
象
を整
理
す
る
ことに

よって
、課
題
が
明
確
に
な
り、具

体
的
な
仮
設
を立
て
る
ことが

で
きま
す
。

PDCAをうまく回
す
た
め
の
コツとは

、
⓵
Planで

は
、1つ

の
目
的
に
対
して
、マイル

ス
トー
ンを分

け
て
目
標
を設
定
す
る
ことで

、大
き
な
目
的

の
達
成
に
向
け
た
PD
CAを回

す
ことが

で
き
ます
。

②
Doの

フェー
ズ
で
は
、計
画
した
ことを

で
きる
だ
け
そ
の
計
画
に
沿
って
実
践
して
い
きます

。
③
憶
測
で
は
な
く事
実
として

計
画
や
結
果
を評
価
す
る
必
要
が
あ
ります

。その
た
め
、Checkの

フェー
ズ
で
は
、今
回
の
計
画
と結
果
に
注
目
す
る
だ
け
で
な
く、外

部
に
ことに

も
目
を向
け
て
行
く必
要
が
あ
りま

す
。
④
Actionの

フェー
ズ
で
は
、次
の
PD
CAに

向
け
て
調
整
をして

い
き
ます
。
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【導
入
学
習
】経
営
管
理
基
礎
第
3回
-A

P/L（
ピー
エ
ル
）
で
す
。

1

今
回
は
、第
3回
-Aと言

うことで
P/Lを行

って
い
きます

。
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ここで
は
、一
番
最
初
に
「損
益
計
算
書
(P/L)とは

」
と「減

価
償
却
とは
」に
つ
い
て
、見
て
行
きま

しょう。
次
に
「課
題
文
」
を見
て
行
き
、
最
後
に
「P/Lの

振
り返
り」
を行
い
ま
す
。

3

損
益

計
算

書
は

、
１

年
間

に
発

生
し

た
す

べ
て

の
収

益
・

費
用

を
表

し
て

い
ま

す
。

⓵
売

上
高

②
営

業
外

収
益

…
…

例
と

し
て

は
、

受
取

利
息

、
受

取
配

当
金

な
ど

で
す

。
③

特
別

利
益

…
…

固
定

資
産

売
却

益
、

投
資

有
価

証
券

売
却

益
な

ど
で

す
。

Ａ
売

上
原

価
B販

売
管

理
費

…
…

給
与

、
広

告
費

、
荷

造
運

賃
、

旅
費

交
通

費
、

水
道

光
熱

費
、

保
険

料
、

減
価

償
却

費
な

ど
で

す
。

C営
業

外
費

用
…

…
支

払
利

息
な

ど
で

す
。

D
特

別
損

失
…

…
固

定
資

産
売

却
損

な
ど

で
す

。
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投
資
余
力
を判
断
す
る
た
め
に
は
、新
規
投
資
と現
状
投
資
を比
較
す
る
必
要
が
あ
ります

。
入
って
くる
お
金
（
収
益
）
か
ら出
て
い
くお
金
（
費
用
）
を
引
い
た
残
りが
自
由
に
使
え
る
お
金

（
利
益
）
とな
ります

。
この
自
由
に
使
え
る
お
金
は
、投
資
可
能
な
お
金
とな
ります

。
また
、今
回
の
投
資
は
、過
去
５
年
間
の
利
益
を
ベ
ー
ス
に
、今
後
５
年
間
の
利
益
を予
測
す
る

ことに
な
ります

。
まず
、次
の
要
素
に
つ
い
て
計
算
しな
け
れ
ば
い
け
ませ
ん
。

・過
去
５
年
と将
来
５
年
の
経
費

・将
来
５
年
の
減
価
償
却

・将
来
５
年
の
売
上

・過
去
５
年
と将
来
５
年
の
収
益
ー
費
用

営
業
利
益
の
純
増
分
を5年

分
積
み
重
ね
た
も
の
が
投
資
可
能
額
とな
ります

。

ここで
注
意
しな
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
、減
価
償
却
に
つ
い
て
で
す
。

5

も
し
500万

円
の
自
動
車
を
購
入
し、５

年
間
使
い
続
け
る
の
な
ら、本

質
的
に
は
毎
年
100

万
円
分
の
価
値
しか
使
って
い
な
い
と考
え
る
ことに

な
ります

。
会
計
の
世
界
（
企
業
会
計
）
で
は
、この

考
え
方
に
従
って
、実
質
的
な
使
用
に
伴
って
費
用
を

計
上
す
る
ことが

ル
ー
ル
に
な
って
お
り、これ

を減
価
償
却
と呼
び
ます
。

投
資
額
が
、毎
年
発
生
す
る
減
価
償
却
と同
額
で
あ
れ
ば
、赤
字
とい
うことに

は
な
りま
せ
ん
。

今
回
の
投
資
は
減
価
償
却
を５
年
か
け
て
（
つ
まり、毎

年
20％

）
行
うの

で
、

５
年

間
に

生
じ

る
利

益
額

の
総

額
の

範
囲

内
で

あ
れ

ば
大

丈
夫

で
す

。
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課
題
文
を見
て
行
きましょう。

【約
1分
待
つ
】

7

何
も

投
資

し
な

け
れ

ば
、

今
後

の
売

上
は

前
年

と
同

様
で

す
。

設
備

投
資

し
た

場
合

、
売

上
の

成
長

は
継

続
的

に
毎

年
２

０
％

増
と

な
り

ま
す

。
毎

年
の

経
費

は
売

上
の

７
０

％
を

占
め

ま
す

。

こ
の

計
算

式
で

翌
年

か
ら

の
計

算
し

ま
す

と
、

１
年

後
は

、
売

上
は

2,070,000,000 ×
1.2＝

2,480,000,000（
20億

7千
万

円
×

1.2=
24億

8千
万

円
）

経
費

は
、

2,480,000,000 ×
0.7 ＝

1,736,000,000（
24億

8千
万

円
×

0.7=
17億

3千
6百

万
円

）

利
益

は
、

2,480,000,000 –
1,736,000,000 =

 744,000,000（
24億

8
千

万
円

–17億
3千

6百
万

円
=

7億
4千

4百
万

円
）

と
な

り
ま

す
。

2年
後

は
、

3年
後

は
、

・
・

・
・

こ
の

よ
う

に
整

理
し

ま
す

、
５

年
間

の
利

益
総

額
は

55億
5千

万
円

と
な

り
ま

す
。

し
か

し
、

新
規

投
資

の
利

益
は

、
新

工
場

へ
の

投
資

で
生

じ
る

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
既

存
の

利
益

も
含

ま
れ

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
新

規
投

資
に

よ
る

純
粋

な
利

益
を

算
出

し
な

け
れ

ば
い

け
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

現
状

維
持

で
の

利
益

総
額

を
差

し
引

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
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現
状
維
持
利
益
は
、621,000,000（

6億
2千

1百
万

円
）
で
あ
り、

1年
後
の
新
規
投
資
利
益
は
、744,000,000（

7億
4千

4百
万

円
）
で
す
。

そこか
ら621,000,000（

6億
2千

1百
万

円
）
を
ひ
きます

と、
1年
後
の
利
益
純
増
は
、123,000,000（

1億
2千

3百
万

円
）

と
な

り
ま

す
。

2年
後
は

3年
後
は

・・・・

今
後

５
年

間
で

生
じ

る
利

益
の

う
ち

、
既

存
の

利
益

分
を

差
し

引
い

た
純

粋
な

利
益

が
総

額
24.45億

円
（

24億
4千

5百
万

円
）

に
な

り
ま

す
。

そ
し

て
、

こ
れ

が
そ

の
ま

ま
投

資
可

能
額

に
な

る
と

考
え

れ
ば

よ
い

で
し

ょ
う

。

9

も
う一
度
、Ｐ
/Ｌ
を見
て
行
きましょう。

P/Lで
は
減
価
償
却
に
よって

、実
質
的
な
使
用
に
伴
って
費
用
計
上
す
る
ことが

で
きます

。

新
規
投
資
が
も
た
らす
純
利
益
は
、現
状
維
持
ケ
ー
ス
の
利
益
を除
外
して
算
出
します

。

P/Lは
企
業
活
動
の
拡
大
限
界
を判
断
す
る
指
標
に
な
ります

。

投
資
可
能
額
は
「イニシ

ャル
コス
ト（
初
期
費
用
）
」
と
「ランニング

コス
ト（
減
価
償
却
期

間
分
）
」の
合
計
で
す
。
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【導
入

学
習

】経
営

管
理

基
礎

第
３

回
-Ｂ

PPM
で

す
。

1

今
回

は
、第

3回
-B

と言
うことで

PPM
 を行

って
い

きます
。
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ここで
は

、一
番

最
初

に
「Ｐ

Ｐ
Ｍ

とは
」

に
つ

い
て

、見
て

行
きま

しょう。
次

に
「課

題
文

」
を見

て
行

き
、

最
後

に
「Ｐ

Ｐ
Ｍ

の
振

り返
り」

を行
い

ま
す

。

3

事
業

計
画

な
どを考

え
る

際
に

使
わ

れ
る

フレー
ム

ワ
ー

クの
な

か
に

、
PPM

（
ピー

ピー
エム

、
Product Portfolio M

anagem
ent）

とい
うも

の
が

あ
ります

。
製

品
ポ

ー
トフォリオ

マ
ネ

ジ
メントと呼

ば
れ

る
も

の
で

、製
品

の
現

在
価

値
と将

来
の

見
通

しを
大

まか
に

読
み

取
る

ことが
で

きる
マトリクス

で
す

。

PPM
で

は
、市

場
そ

の
も

の
の

成
長

性
と、その

市
場

に
お

け
る

各
製

品
の

シ
ェアを

縦
軸

と横
軸

で
整

理
しま

す
。

これ
に

よ
り４

つ
の

象
限

が
生

み
出

され
、

それ
ぞ

れ
ス

ター
（

花
形

）
、キ

ャッシ
ュカウ（

金
の

な
る

木
）

、クエス
チ

ョンマ
ー

ク（
問

題
児

）
、ドッ

グ
（

負
け

犬
）

とい
うPPM

特
有

の
表

現
で

事
業

特
性

を分
類

しま
す

。

花
形

製
品

は
、自

社
の

シ
ェアが

高
く成

長
率

が
高

い
た

め
、多

くの
収

入
を見

込
め

る
分

野
で

す
。

た
だ

し、市
場

の
成

長
に

追
い

つ
くた

め
に

それ
な

りの
投

資
も

行
う必

要
が

あ
り、利

益
とい

う点
で

は
あ

ま
り貢

献
が

あ
りま

せ
ん

。
金

の
な

る
木

は
、成

長
率

が
低

下
して

い
くに

つ
れ

、投
資

は
それ

ほ
どす

る
必

要
が

な
くな

ります
。

こうな
る

と、大
きな

利
益

が
見

込
め

る
ように

な
ります

。
問

題
児

は
、成

長
率

は
高

い
た

め
、も

しシ
ェアも

拡
大

で
きれ

ば
、花

形
製

品
へ

とな
る

可
能

性
を

秘
め

て
い

ます
。

しか
も

、成
長

の
た

め
に

大
き

な
投

資
を必

要
とす

る
製

品
群

で
す

。
負

け
犬

は
、シ

ェアも
低

く市
場

成
長

性
も

低
い

分
野

で
す

。早
急

な
撤

退
が

必
要

で
す

。
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バ
ター

ロー
ル

は
、今

後
の

市
場

成
長

は
「大

」、知
名

度
は

「小
」、売

上
は

「小
」

これ
は

「問
題

児
」

で
す

。

デ
ニッシ

ュは
、今

後
の

市
場

成
長

は
「大

」、知
名

度
は

「小
」、売

上
は

「小
」

これ
は

「問
題

児
」

で
す

。

フ
ラ

ン
ス

パ
ン

は
、

今
後

の
市

場
成

長
は

「小
」、知

名
度

は
「大

」、売
上

は
「大

」
これ

は
「金

の
な

る
木

」
で

す
。

パ
イは

、今
後

の
市

場
成

長
は

「小
」、知

名
度

は
「大

」、売
上

は
「小

」
これ

は
「負

け
犬

」
で

す
。

ドー
ナ

ッツは
、今

後
の

市
場

成
長

は
「大

」、知
名

度
は

「大
」、売

上
は

「大
」

これ
は

「花
形

製
品

」
で

す
。

5

各
事

業
を

市
場

成
長

、
知

名
度

、
売

上
の

３
点

で
評

価
す

る
と

、
そ

の
特

徴
が

明
確

に
分

か
れ

て
い

ま
す

。

グ
ル

ー
プ

と
し

て
は

、
絶

対
的

な
売

上
金

額
だ

け
で

は
な

く
、

会
社

の
ブ

ラ
ン

ド
イ

メ
ー

ジ
に

つ
な

が
る

製
品

の
知

名
度

に
も

関
心

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
今

後
市

場
が

成
長

す
る

か
そ

れ
と

も
縮

小
停

滞
す

る
か

は
、

将
来

の
投

資
判

断
要

因
と

し
て

重
要

で
す

。
今

後
、

グ
ル

ー
プ

が
注

力
す

る
対

象
サ

ー
ビ

ス
を

決
め

る
た

め
に

は
、

各
事

業
の

現
状

と
将

来
性

と
い

う
2つ

の
視

点
で

情
報

を
分

析
す

る
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

が
必

要
と

言
う

事
に

な
り

ま
す

。
そ

れ
に

加
え

、
複

数
の

製
品

を
同

時
に

比
較

評
価

で
き

れ
ば

、
さ

ら
に

判
断

し
や

す
く

な
り

ま
す

。

こ
れ

に
適

し
た

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
は

、
PPM

(Product portfolio M
anagem

ent)製
品

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

呼
ば

れ
る

も
の

で
、

製
品

の
現

在
価

値
と

将
来

の
見

通
し

を
大

ま
か

に
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
で

す
。

そ
れ

で
は

、この
図

に
各

商
品

を入
れ

て
み

ましょう。
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花
形

製
品

に
は

、今
後

の
市

場
成

長
が

大
、知

名
度

も
大

、売
上

も
大

で
「カロリー

オ
フ手

包
み

あ
ん

どー
な

つ
」で

す
。

金
の

な
る

木
に

は
、今

後
の

市
場

成
長

が
小

、知
名

度
は

大
、売

上
も

大
で

「ビッグ
マウンテ

ン」で
す

。
問

題
児

に
は

、今
後

の
市

場
成

長
が

大
、知

名
度

は
小

、売
上

も
小

で
「AKIBAロー

ル
」

と
「デ

・
ニッシ

ュ」で
す

。
負

け
犬

に
は

、今
後

の
市

場
成

長
が

小
、知

名
度

は
大

、売
上

が
小

で
「焼

肉
カル

ビパ
イ」で

す
。

将
来

性
が

大
き

く
、

シ
ェ

ア
の

拡
大

を
狙

う
べ

き
製

品
は

、
AKIBAロ

ー
ル

と
デ

・
ニ

ッ
シ

ュ
の

２
つ

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
ま

し
た

。
「

負
け

犬
」

領
域

に
あ

る
焼

肉
カ

ル
ビ

パ
イ

に
追

加
投

資
す

る
ぐ

ら
い

な
ら

、
ビ

ッ
グ

マ
ウ

ン
テ

ン
で

得
た

利
益

を
、

「
問

題
児

」
領

域
の

パ
ン

の
投

資
に

ま
わ

し
た

方
が

、
次

の
花

形
製

品
を

誕
生

さ
せ

や
す

い
で

し
ょ

う
。

7

問
題

を
解

い
て

い
て

分
か

った
か

と思
わ

れ
ます

が
、

PPM
に

は
それ

ぞ
れ

戦
略

が
あ

りま
す

。

⓵
維

持
戦

略
主

に
金

の
な

る
木

で
、花

形
製

品
で

利
用

す
る

戦
略

で
す

。
キ

ャッシ
ュの

安
定

化
の

た
め

に
投

資
します

。

②
収

穫
戦

略
金

の
な

る
木

、問
題

児
、負

け
犬

で
利

用
す

る
戦

略
で

す
。

投
資

を行
わ

ず
、キ

ャッシ
ュフロー

を獲
得

しに
い

くも
の

で
、今

後
の

成
長

を考
え

ませ
ん

。

③
拡

大
戦

略
主

に
問

題
児

で
利

用
す

る
戦

略
で

す
。

問
題

児
に

対
して

成
長

の
た

め
の

投
資

を積
極

的
に

行
い

、花
形

製
品

へ
の

昇
華

を
目

指
しま

す
。

④
撤

退
戦

略
問

題
児

や
負

け
犬

で
利

用
す

る
戦

略
で

す
。

事
業

売
却

を
目

指
しま

す
。

以
上

が
PPM

で
した

。
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【導
入

学
習

】経
営

管
理

基
礎

第
4回

-A
SW
O
T分
析

（
ス
ウ
ォ
ッ
ト
分
析

）
で

す
。

1

今
回

は
、第

4回
-A

と言
うことで

SW
OT （

ス
ウ
ォ
ッ
ト
分
析

）
を行

って
い

きます
。
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ここで
は

、一
番

最
初

に
「SW

OT分
析

とは
」

に
つ

い
て

、見
て

い
きましょう。

次
に

「課
題

文
」

を見
て

い
き、

最
後

に
「SW

OTの
振

り返
り」

を行
い

ま
す

。

3

SW
OT分

析
は

、自
分

た
ち

を取
り巻

く外
部

環
境

に
あ

る
チ

ャンス
や

脅
威

を考
慮

しな
が

ら、組
織

の
強

み
と弱

み
を評

価
し、

自
分

た
ち

が
取

り得
る

戦
略

を仮
説

として
導

き出
す

手
法

で
す

。

⓵
強

み
（

Strength）
＝

自
社

の
武

器
内

部
環

境
分

析
に

「強
み

」が
働

く。
自

分
た

ち
の

持
つ

「強
み

」。商
品

・サ
ー

ビス
の

優
位

性
、ブランド力

、設
備

や
技

術
、人

材
、ビジ

ネ
ス

モデ
ル

や
提

携
関

係
な

ど幅
広

い
観

点
か

ら検
討

す
る

ことで
す

。

②
弱

み
（

W
eakness）

＝
自

社
の

苦
手

な
こと

内
部

環
境

分
析

に
「弱

み
」が

働
く。

自
分

た
ち

の
持

つ
「弱

み
」に

つ
い

て
、「強

み
」と同

じ切
り口

で
検

討
す

る
ことで

す
。

③
機

会
（

O
pportunity：

オ
ポ
チ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

）
＝

自
社

の
チ

ャン
ス

とな
る

外
部

要
因

外
部

環
境

分
析

に
「有

利
」が

働
く。

自
分

た
ち

を取
り巻

く環
境

の
な

か
で

、「機
会

」とな
り得

る
も

の
は

何
か

。
た

とえ
ば

、市
場

拡
大

、新
た

な
ニー

ズ
の

発
生

、規
制

緩
和

、新
た

な
技

術
の

出
現

な
どに

よ
る

商
品

・
サ

ー
ビス

の
高

度
化

、競
合

の
淘

汰
に

よる
競

争
力

強
化

な
どが

考
え

らま
す

。

④
脅

威
（

Threat：
ス
レ
ッ
ト

）
＝

自
社

を脅
か

す
外

部
要

因
外

部
環

境
分

析
に

「不
利

」が
働

く。
自

分
た

ち
を取

り巻
く環

境
の

な
か

で
、自

分
た

ち
に

とって
「脅

威
」とな

り得
る

も
の

は
何

か
。

た
とえ

ば
、

経
済

の
停

滞
や

過
疎

化
な

どに
よる

市
場

の
衰

退
や

代
替

技
術

の
出

現
、異

業
種

か
らの

新
規

参
入

、競
合

同
士

が
提

携
す

る
ことに

よる
寡

占
化

な
どが

考
え

ます
。
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これ
が

ヒアリング
結

果
で

す
。

【約
1分

待
つ

】

5

各
選

択
肢

は
どこに

入
る

で
しょう。

・パ
ン

市
場

に
お

け
る

競
合

の
「カトパ

ン」と「盛
田

製
パ

ン」を合
わ

せ
る

とシ
ェア６

割
を超

え
て

お
り、追

い
つ

くの
は

至
難

の
業

で
す

。
これ

は
脅

威
で

す
。

・パ
ン

市
場

全
体

に
お

け
る

製
品

認
知

度
（

ブランド）
は

総
じて

低
い

。
これ

は
弱

み
で

す
。

・新
しく開

拓
して

い
る

健
康

志
向

の
領

域
で

は
一

定
の

評
価

を得
て

い
る

これ
は

強
み

で
す

。
・健

康
食

品
会

社
との

提
携

で
パ

ン事
業

に
お

け
る

シ
ナ

ジ
ー

（
相

乗
効

果
）

が
期

待
で

きる
これ

は
強

み
で

す
。

・比
較

的
知

名
度

の
高

い
健

康
志

向
パ

ン
の

マー
ケ

ット規
模

は
パ

ン市
場

全
体

の
１

％
に

満
た

な
い

が
マー

ケ
ット

拡
大

とな
る

可
能

性
は

高
い

これ
は

機
会

で
す

。
・他

社
に

先
駆

け
て

製
品

トレ
ー

サ
ビリティの

仕
組

み
を備

え
て

い
る

た
め

、問
題

発
生

時
に

も迅
速

に
対

応
が

で
き

る
これ

は
強

み
で

す
。

・食
品

の
安

全
性

を消
費

者
が

求
め

るように
な

って
お

り、情
報

開
示

は
一

層
の

重
要

性
を増

して
い

る
これ

は
機

会
で

す
。

・製
粉

需
要

が
供

給
を上

回
って

い
る

た
め

、しば
らくは

原
材

料
費

が
高

騰
す

る
これ

は
弱

み
で

す
。

・デ
フレ

の
圧

力
が

強
まり、材

料
単

価
の

上
昇

を製
品

価
格

に
転

嫁
で

きな
い

これ
は

脅
威

で
す

。
・参

入
障

壁
が

低
い

た
め

、様
々

な
業

種
が

パ
ン市

場
に

参
入

して
お

り、価
格

競
争

が
激

化
して

い
る

これ
は

脅
威

で
す

。
・材

料
メー

カー
か

ら小
売

店
まで

を通
した

生
産

管
理

が
十

分
で

な
く、廃

棄
材

料
や

製
品

が
少

な
くな

い
これ

は
弱

み
で

す
。

脅
威

に
分

類
され

て
い

る
の

は
、コス

トとシ
ェアに

つ
い

て
で

あ
り、これ

は
弱

み
で

も
分

類
され

て
い

ます
。

ブラン
ド力

の
低

さや
廃

棄
量

の
多

さに
通

じます
。

弱
み

と脅
威

が
基

本
的

に
似

て
い

る
の

と同
じように

、強
み

と機
会

も
類

似
して

い
ます

。
この

関
係

性
を意

識
す

る
と、SW

O
T分

析
を行

う際
の

評
価

視
点

を明
確

に
示

す
ことが

で
きます

。
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SW
O
T分
析
は
現
状
整
理
に
適
し
て
い
ま
す
が
、
対
応
の
方
向
性
示
す
ク
ロ
ス
SW
O
T

分
析
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ク
ロ
ス
SW
O
T分
析
で
は
、
内
部
環
境
と
外
部
環
境
を
組
み
合
わ
せ
、
機
会
と
脅
威
に

対
す
る
強
み
を
活
か
し
た
積
極
施
策
と
弱
み
を
カ
バ
ー
す
る
改
善
施
策
を
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
場
合
、
ク
ロ
ス
SW
O
T分
析
の
形
ま
で
整
理
す
る
と
、
議
論
の
方
向
性
が
見
え

や
す
く
な
り
ま
す
。

7

最
後
に
、
も
う
一
度
、
SW
O
T分
析
を
見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

「
強
み
」
と
「
弱
み
」
を
決
め
る
内
部
環
境
分
析
を
見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

・資
源

（
リソ

ー
ス

）
・顧

客
サ

ー
ビス

（
コンテ

ンツ）
・販

売
・マー

ケ
テ

ィング
・技

術
・ノウハ

ウ
・シ

ス
テ

ム
・イン

フラ
・マネ

ー
ジ

メント
・価

格
・輸

送
時

間
、方

法
（

チ
ャネ

ル
）

・ブラン
ド力

・人
材

・組
織

・設
備

・資
産

・企
業

理
念

・企
業

風
土

や
文

化
な

どの
項

目
で

分
け

ます
。

次
に
、
「
機
会
」
と
「
脅
威
」
を
決
め
る
外
部
環
境
分
析
に
つ
い
て
は
、

・政
治

・法
令

・市
場

トレ
ンド

・経
済

状
況

・株
主

の
期

待
・科

学
技

術
・公

衆
の

期
待

・競
合

他
社

の
行

為
な

どの
項
目
で
見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
SW
O
T分
析
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
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【導
入

学
習

】経
営

管
理

基
礎

第
4回

-B
バ

リュー
チ

ェー
ン

で
す

。

1

今
回

は
、第

4回
-B

と言
うことで

バ
リュー

チ
ェー

ン
を行

って
い

きます
。
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ここで
は

、一
番

最
初

に
「バ

リュー
チ

ェー
ンとは

」
に

つ
い

て
、見

て
行

きましょう。
次

に
「課

題
文

」
を見

て
行

き
、

最
後

に
「バ

リュー
チ

ェー
ンの

振
り返

り」
を

行
い

ます
。

3

企
業

の
抱

え
る

業
務

に
は

「主
活

動
」と「支

援
活

動
」の

２
種

類
が

あ
ります

。

「主
活

動
」とは

、製
品

・サ
ー

ビス
を顧

客
に

提
供

して
利

益
を

上
げ

る
た

め
に

最
低

限
必

要
とな

る
業

務
で

す
。

一
方

、「支
援

活
動

」とは
、利

益
活

動
に

直
結

して
は

い
な

い
も

の
の

、これ
らの

業
務

が
な

け
れ

ば
効

果
的

に
業

務
を遂

行
す

る
ことが

で
きず

、継
続

的
な

利
益

獲
得

も
難

しくな
る

とい
うも

の
で

す
。

一
見

す
る

と「支
援

活
動

」を軽
視

して
しまい

が
ち

で
す

が
、企

業
が

生
産

活
動

の
サ

ー
ビス

提
供

を行
う

た
め

に
は

、「主
活

動
」も

「支
援

活
動

」も
両

方
必

要
とな

ります
。
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バ
リュー

チ
ェー

ンとい
うフレー

ム
ワー

クが
あ

ります
。

直
訳

す
る

と「価
値

の
連

鎖
」と言

う意
味

で
す

が
、分

か
りや

す
く捉

え
る

とした
ら、「顧

客
に

価
値

をも
た

らす
モノを

生
み

出
す

た
め

の
業

務
の

つ
な

が
り」と考

え
れ

ば
よ

い
で

しょう。
最

終
的

に
は

、主
活

動
と支

援
活

動
を

併
せ

て
利

益
（

マ
ー

ジ
ン

）
が

生
み

出
され

る
た

め
、上

半
分

と下
半

分
で

均
等

に
わ

け
られ

ま
す

。

た
だ

し、支
援

活
動

は
す

べ
て

の
主

活
動

に
対

して
影

響
を

及
ぼ

す
と言

うことに
は

注
意

して
くだ

さい
。

も
ち

ろ
ん

、これ
は

絶
対

的
な

も
の

で
は

な
く、業

務
単

位
で

分
析

を
す

る
た

め
の

雛
形

だ
と思

え
ば

O
K で

す
。

主
活

動
に

は
、「購

買
物

流
」

「製
造

」
「出

荷
物

流
」

「販
売

マー
ケ

テ
ィング

」
「サ

ー
ビ

ス
」が

あ
ります

。
支

援
活

動
に

は
、「調

達
活

動
」

「技
術

開
発

」
「人

事
労

務
管

理
」

「全
般

管
理

」が
あ

り
ます

。

た
とえ

ば
、

企
画

業
務

とい
うの

は
本

来
支

援
活

動
の

全
般

管
理

に
当

た
る

け
ど、パ

ン事
業

部
に

は
固

有
の

企
画

課
が

くっつ
い

て
い

る
とい

う具
合

で
す

。

5

これ
が

ヒア
リング

結
果

で
す

。
【約

1分
待

つ
】
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・原
材

料
を契

約
農

家
か

ら直
接

購
入

して
、自

社
倉

庫
で

保
管

して
い

る
。

倉
庫

まで
は

、各
農

家
が

配
送

して
、工

場
生

産
グ

ル
ー

プが
保

管
して

い
る

。
・パ

ンを製
造

す
る

に
は

、中
種

(な
か

だ
ね

）
作

り
→

発
酵

→
こね

る
→

分
割

→
型

入
れ

→
発

酵
→

焼
く

の
流

れ
が

必
要

とな
る

。工
場

生
産

グ
ル

ー
プ

が
担

当
します

。
→

主
活

動
の

「購
買

物
流

」「製
造

」の
部

分
。

「中
種

作
り

→
発

酵
→

こね
る

→
分

割
→

型
入

れ
→

発
酵

→
焼

く」

・収
益

は
パ

ン
事

業
部

で
は

直
接

管
理

して
お

らず
、企

画
課

が
取

りまとめ
た

情
報

を本
社

の
財

務
経

理
部

に
任

せ
て

い
ます

。
→

支
援

活
動

の
「全

般
管

理
」に

は
い

ります
。

・福
利

厚
生

や
教

育
研

修
の

整
備

は
本

社
側

人
事

部
で

管
理

して
い

ま
す

。直
営

店
の

バ
イト雇

用
も含

め
、す

べ
て

の
人

材
確

保
は

人
事

部
が

提
供

す
る

人
材

採
用

プロセ
ス

の
仕

組
み

を
利

用
して

い
ます

。
→

支
援

活
動

の
「人

事
労

務
管

理
」に

は
い

ります
。

・新
作

パ
ンの

開
発

は
、各

パ
ンチ

ー
ム

が
担

って
い

ます
。

→
支

援
活

動
の

「技
術

開
発

」に
は

い
ります

。
・社

内
共

通
で

購
入

す
る

も
の

は
、本

社
購

買
部

で
対

応
して

い
ます

。
→

支
援

活
動

の
「調

達
活

動
」に

は
い

ります
。

・出
来

上
が

った
パ

ンの
配

送
は

、白
猫

急
便

に
外

注
して

い
ま

す
。

→
主

活
動

の
「出

荷
物

流
」に

は
い

り
ます

。
・パ

ン製
品

に
対

す
る

問
い

合
わ

せ
は

、本
社

の
総

合
窓

口
で

受
け

て
い

ま
す

。
→

主
活

動
の

「サ
ー

ビス
」に

は
い

ります
。

・販
売

や
マー

ケ
テ

ィング
に

関
す

る
業

務
は

営
業

課
が

引
き受

け
て

い
ます

。
→

主
活

動
の

「販
売

マー
ケ

テ
ィ

ング
」に

は
い

ります
。

7

それ
で

は
最

後
に

、「主
活

動
」と「支

援
活

動
」を見

て
行

きま
しょう。

「主
活

動
」に

は
、

「購
買

物
流

」として
、「製

造
」「出

荷
物

流
」「販

売
・マー

ケ
テ

ィング
」「サ

ー
ビス

」あ
り、

「購
買

物
流

」は
、原

材
料

や
部

品
の

購
入

お
よび

配
送

な
どを行

う部
署

な
どが

あ
ります

。
「製

造
」は

、購
買

した
材

料
の

組
み

立
て

や
加

工
な

どを行
う部

署
な

どが
あ

ります
。

「出
荷

物
流

」は
、製

造
した

製
品

の
倉

庫
や

小
売

店
へ

の
配

送
な

どを行
う部

署
な

どが
あ

ります
。

「販
売

・マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

」は
、製

品
の

営
業

宣
伝

や
店

舗
で

の
販

売
活

動
な

どを行
う部

署
な

どが
あ

りま
す

。
「サ

ー
ビス

」は
、販

売
後

の
問

い
合

わ
せ

対
応

や
サ

ポ
ー

ト実
施

な
どを行

う部
署

な
どが

あ
ります

。

次
に

、
「支

援
活

動
」に

は
、

「全
般

管
理

」として
、「人

事
労

務
管

理
」「技

術
開

発
」「調

達
活

動
」が

あ
ります

。
「全

般
管

理
」は

、企
画

、財
務

、経
理

、法
務

、情
報

シ
ス

テ
ム

業
務

な
どを行

う部
署

な
どが

あ
ります

。
「人

事
労

務
管

理
」は

、人
材

採
用

、教
育

、給
与

業
務

な
どを行

う部
署

な
どが

あ
ります

。
「技

術
開

発
」は

、主
活

動
係

る
新

商
品

・サ
ー

ビス
開

発
、各

種
テ

ス
トな

どを行
う部

署
な

どが
あ

りま
す

。
「調

達
活

動
」は

、主
活

動
を支

え
る

モノや
サ

ー
ビス

の
購

入
な

どを行
う部

署
な

どが
あ

ります
。

バ
リュー

チ
ェー

ンを
是

非
覚

え
て

お
きましょう。
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【導
入
学
習
】経
営
管
理
基
礎

第
5回

損
益
分
岐
点
で
す
。

1

今
回
は
、第

5回
と言

うことで
損
益
分
岐
点
を行

って
い
きます

。
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ここで
は
、一

番
最
初
に
「損
益
分
岐
点
とは
」
に
つ
い
て
、見

て
行
きましょう。

次
に
「課
題
文
」
を見

って
ゆ
き、

最
後
に
「損
益
分
岐
点
の
振
り返

り」
を
行
い
ます
。

3

売
上
は
提
供
す
る
サ
ー
ビス
の
数
量
に
比
例
します

。
費
用
に
つ
い
て
は
、サ
ー
ビス
提
供
の
数
量
が
増
え
る
ほ
ど材

料
費
や
人
件
費
も
か
さん
で
い
きます

が
、設

備
投
資

や
広
告
宣
伝
に
か
か
る
費
用
は
サ
ー
ビス提

供
の
数
量
に
関
係
な
く一
定
で
す
。

費
用
は
、販

売
量
に
応
じて
変
動
す
る
コス
ト（

変
動
費
）
と固

定
的
な
コス
ト（

固
定
費
）
に
分
か
れ
ます
。こ

れ
は
、収

益
分
析
の
基
本
に
な
る
重
要
な
考
え
方
で
す
。

●
数
量
に
比
例
して
増
え
る
コス
ト（

変
動
費
）

とは
材
料
費
、人

件
費
、配

送
費
な
ど
で
す

●
数
量
に
関
係
な
く一
定
とな
る
コス
ト（

固
定
費
）

とは
光
熱
費
、設

備
費
、広

告
宣
伝
費
な
ど
で
す
。

常
に
固
定
費
は
発
生
し続

け
る
た
め
、何

も
生
産
しな
くて
も
コス
トが
発
生
して
しまい

ます
。

また
、生

産
・販
売
した
に
も
関
わ
らず
、固

定
費
発
生
分
と同

額
の
利
益
を確

保
で
きな
か
った
た
め
赤
字
に
な
る

とい
うことも

考
え
られ
ます
。

損
失
か
ら利

益
に
転
じる
地
点
（
損
益
分
岐
点
）
を
明
確
に
し、採

算
ラインの

限
界
を知

る
ことが

重
要
で
す
。

損
益
分
岐
点
を見

極
め
る
に
は
、製

品
売
上
を示

す
「売
上
高
線
」と、固

定
費
と変

動
費
を合

計
した
「総
費
用

線
」をグ

ラフ化
し、その

交
点
が
損
益
分
岐
点
とな
ります

。
損
益
分
岐
点
よりも

左
側
は
損
失
が
発
生
して
お
り、右

側
は
利
益
に
転
じる
時
期
に
な
ります

。

固
定
費
を下

げ
る
と損

益
分
岐
点
は
どん
どん
手
前
に
下
が
り、極

限
まで
下
げ
た
状
態
（
コス
トゼ
ロ）

まで
持
っ

て
い
った
とき
の
売
上
高
との
差
を、「限

界
利
益
」

と呼
び
ます
。
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問
題
文
を見

て
行
きましょう。

【約
1分

待
つ
】

5

損
益
分
岐
点
の
図
に
、
パ
ン
事
業
部
の
費
用
を
当
て
は
め
て
み
ま
す
。

材
料
費
と
人
件
費
は
変
動
費
、
設
備
費
と
広
告
宣
伝
は
固
定
費
と
考
え
、

生
産
量
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
が
売
れ
る
と
考
え
れ
ば
、
損
失
と
利
益
の
境
界
値
（
損
益

分
岐
点
）
が
わ
か
り
ま
す
。

ノンカロリー
メロンパ

ン
の
場
合
に
は
、

100円
×
Ｂ
（
売
上
）
＝
40円

×
Ｂ
（
材
料
）
+
20円

×
Ｂ
（
ライン作

業
員
）
+
0.7億

円
（
設
備
投
資
）
+
0.1億

円
（
広
告
宣
伝
）

Ｂ
＝
200万

個
とな
ります

。
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長
命
草
パ
ンの
場
合
に
は
、

100円
×
Ｃ
（
売
上
）
＝
30円

×
Ｃ
（
材
料
）
+
10円

×
Ｃ
（
ライン

作
業
員
）
+
1.4億

円
（
設
備
投
資
）
+
0.1億

円
（
広
告
宣
伝
）

Ｃ
＝
250万

個

7

ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
メ
ロ
ン
パ
ン
の
損
益
分
岐
点
は
200万

個
で
、
長
命
草
パ
ン
は
250万

個
と
言
う
事
に
な
り
、
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
メ
ロ
ン
パ
ン
の
方
が
長
命
草
パ
ン
よ
り
低
リ
ス

ク
で
利
益
が
上
が
り
そ
う
だ
と
言
う
事
が
わ
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
長
命
草
パ
ン
の
方
が
売
上
と
変
動
費
の
差
（
限
界
利
益
）
が
大
き
い
た
め
、

販
売
量
が
増
え
る
ほ
ど
長
命
草
パ
ン
の
方
が
高
い
利
益
が
見
込
め
、
250万

個
を
超
え

る
販
売
が
見
込
め
る
場
合
は
、
長
命
草
パ
ン
を
採
用
し
た
方
が
た
く
さ
ん
の
利
益
が
見

込
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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も
う一

度
、損

益
分
岐
点
を見

て
行
きましょう。

損
益
分
岐
点
を上

げ
下
げ
す
る
に
は
、固

定
費
を上

げ
下
げ
す
る
か
、変

動
費
を上

げ
下
げ
す
る
か
を
選

択
す
る
ことに

な
ります

。

・変
動
費
を減

らす
方
法

変
動
費
を削

減
す
る
方
法
で
分
か
りや
す
い
の
は
、商

品
や
材
料
な
どを仕

入
れ
る
単
価
を
下
げ
る
こと

で
す
。

ポ
イン
トは
、売

上
に
貢
献
して
い
な
い
費
用
を見

つ
け
出
して
削
減
す
る
ことで

す
。

・固
定
費
を減

らす
方
法

固
定
費
を減

らす
方
法
として

は
、た
とえ
ば
人
件
費
を削

減
す
る
手
が
あ
りま
す
。

変
動
費
の
中
に
固
定
的
に
使
わ
れ
て
い
る
費
用
（
増
減
させ
て
も
売
上
が
変
わ
らな
い
）
が
あ
れ
ば
、

それ
を
固
定
費
と見

な
して
削
減
の
候
補
として

くだ
さい
。

これ
で
損
益
分
岐
点
に
つ
い
て
は
、分

か
った
と思

い
ます
。

9
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【導
入

学
習

】経
営

管
理

基
礎

第
6回

5F（
フ
ァ
イ
ブ
フ
ォ
ー
ス
）

で
す

。

1

今
回

は
、第

6回
と言

うことで
5Ｆ
（
フ
ァ
イ
ブ
フ
ォ
ー
ス
）

を行
って

い
きます

。
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ここで
は

、一
番

最
初

に
「5F （

フ
ァ
イ
ブ
フ
ォ
ー
ス
）

とは
」に

つ
い

て
、見

て
行

きましょう。
次

に
「課

題
文

」
を見

て
、「PEST分

析
（
ペ
ス
ト
分
析

）
」を見

て
行

き、
最

後
に

5F の
振

り返
り」

を行
い

ます
。

3

以
前
に
SW
O
T分
析
で
内
部
環
境
と
外
部
環
境
の
二
方
面
か
ら
自
社
を
取
り
巻
く
現
状

を
分
析
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
ケ
ー
ス
で
も
使
え
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
複
数

の
事
業
か
ら
投
資
先
を
絞
り
込
む
よ
う
な
場
合
、
５
F（
フ
ァ
イ
ブ
フ
ォ
ー
ス
）
と
い

う
業
界
分
析
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
適
し
て
い
ま
す
。

こ
の
５
Fも
、
自
社
で
改
善
で
き
る
内
部
環
境
（
供
給
業
者
、
顧
客
、
他
社
と
の
敵
対

関
係
）
と
、
自
社
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
外
部
環
境
（
新
規
参
入
者
、
代
替
品
）
で

分
析
し
ま
す
。

安
い
原
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
供
給
業
者
、
自
社
の
製
品
を
選
ん
で
買
っ
て
く
れ
る

顧
客
、
提
携
で
き
そ
う
な
友
好
的
な
同
業
他
社
と
い
っ
た
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
新
規
参
入
の
障
壁
の
高
さ
や
別
業
界
と
の
顧
客
の
争
奪
が
生
じ
そ
う
な
代

替
品
の
脅
威
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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「
パ
ン
教
室
事
業
」
と
「
パ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
す
。

【約
1

分
待

つ
】

5

パ
ン
教
室
事
業
と
パ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
を
５
Fの
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
整
理
す
る
と
こ
の
図
よ
う
に

な
り
ま
す
。

上
の

段
に

パ
ン教

室
事

業
、下

の
段

に
パ

ン
レス

トラン事
業

を入
れ

ます
。

まず
、パ

ン教
室

事
業

（
上

段
）

で
は

、
・自

社
の

パ
ン

作
りの

技
術

の
高

さをア
ピー

ル
して

ファン
を増

や
す

。
これ

は
「新

規
参

入
業

者
」

で
△

・教
室

を運
営

す
る

に
あ

た
って

必
要

な
材

料
は

簡
単

に
手

に
入

り、事
業

を始
め

る
ことは

容
易

で
あ

る
。

これ
は

「売
り手

」
で

○
・出

店
予

定
地

の
まわ

りに
は

パ
ン教

室
は

な
く、需

要
が

あ
りそうだ

。
これ

は
「買

い
手

」
で

○
・同

業
他

社
で

は
まだ

この
よ

うな
取

り組
み

の
事

例
は

な
い

これ
は

「他
社

との
敵

対
関

係
」

で
○

・パ
ン教

室
に

興
味

を持
つ

人
は

他
の

カル
チ

ャー
教

室
に

流
れ

る
ことは

少
な

い
つ

まりこれ
は

「代
替

品
」

で
○次

は
パ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
（
下
段
）
で
は
、

・自
社

の
パ

ン
の

お
い

しさをア
ピー

ル
して

ファン
を増

や
す

これ
は

どこに
も

入
りませ

ん
。

・レス
トラン向

け
の

高
級

パ
ン

の
材

料
供

給
元

の
多

くは
す

で
に

ホ
テ

ル
な

どと専
属

契
約

して
い

る
これ

は
「売

り手
」

で
△

・出
店

予
定

地
の

まわ
りに

は
、多

くの
レス

トランが
存

在
す

る
これ

は
「買

い
手

」
で

△
・外

食
産

業
とい

う枠
で

捉
え

る
と競

合
は

多
い

が
、パ

ンレ
ストランとい

うニッチ
な

分
野

で
は

同
業

他
社

は
ほ

とん
どい

な
い

これ
は

「他
社

との
敵

対
関

係
」

で
○

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
多
く
の
要
素
で
パ
ン
教
室
事
業
の
方
が
有
利
で
あ
り
、
新
規
事
業
と
し
て
投
資
す

る
な
ら
パ
ン
教
室
事
業
の
方
が
望
ま
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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５
Fは

外
部

要
因

として
「新

規
参

入
業

者
」

と「代
替

品
」を

取
り上

げ
て

い
ます

が
、さらに

外
側

の
視

点
として

経
済

や
政

治
、社

会
情

勢
、技

術
革

新
を加

え
る

と、コントロー
ル

で
きな

い
領

域
を

さらに
くわ

しく整
理

す
る

ことが
で

きま
す

。

こ
の
視
点
は
PEST分

析
（
ペ
ス
ト
分
析
）
と
い
う
も
の
で
、
業
界
を
と
り
ま
く
マ
ク
ロ
環
境

が
自
社
に
与
え
そ
う
な
影
響
を
把
握
す
る
た
め
に
役
立
ち
ま
す
。

た
と
え
ば
、
パ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
は
景
気
が
後
退
す
る
と
外
食
費
を
節
約
す
る
た
め
に
客

足
も
遠
の
く
で
し
ょ
う
。

食
事
で
パ
ン
を
食
べ
る
習
慣
が
も
っ
と
浸
透
す
れ
ば
、
パ
ン
の
作
り
方
を
習
っ
て
自
分
で
焼

き
た
い
と
い
う
人
も
増
え
ま
す
し
、
技
術
革
新
で
事
業
に
必
要
な
機
材
が
安
く
入
手
で
き
る

な
ら
、
新
規
参
入
障
壁
は
低
く
な
る
で
し
ょ
う
。

7

ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
で
あ
る
、
ポ
ー
タ
ー
教
授
は
、
「
競
争
戦
略
と
は
業
界
に
働
く
5つ
の
競
争
要

因
か
ら
う
ま
く
自
社
を
守
り
、
自
社
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
競
争
要
因
を
動
か
せ
る
位
置
を
業
界
内
に

見
つ
け
る
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。
5つ
の
競
争
要
因
は
、
業
界
の
中
長
期
的
な
収
益
性
に
大
き
く
影

響
す
る
た
め
、
要
因
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
、
現
在
の
業
界
の
収
益
性
の
構
図
が
わ
か
り
、
経
営
戦

略
策
定
時
に
は
大
変
役
立
つ
の
で
す
。

●
競

争
要

因
1：

新
規

参
入

の
脅

威
市

場
参

入
に

つ
い

て
、先

行
企

業
が

優
位

な
の

か
、後

攻
企

業
の

方
が

有
利

な
の

か
論

じられ
る

ことが
あ

ります
が

、
一

般
的

に
は

、先
行

が
優

位
と言

わ
れ

て
い

ます
。しか

し、これ
に

は
条

件
が

あ
ります

。その
条

件
とは

、「大
きな

参
入

障
壁

を築
け

て
い

る
か

」とい
う点

で
す

。参
入

障
壁

として
は

、具
体

的
に

次
の

ような
も

の
を指

します
。

・規
模

の
経

済
（

生
産

量
増

大
に

よる単
位

あ
た

りの
コス

トの
低

減
、固

定
費

の
分

散
等

）
・ブランド・知

名
度

の
浸

透
・資

金
力

・ス
イッチ

ング
・コス

ト（
他

の
商

品
に

切
り換

え
る

際
の

、金
銭

・手
間

・心
理

的
な

コス
ト）

・流
通

チ
ャネ

ル
な

どで
す

。
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●
競

争
要

因
2：

売
り手

（
サ

プライヤ
ー

）
の

交
渉

力
自

社
が

製
品

を作
る

際
に

は
、当

然
な

が
ら材

料
や

サ
ー

ビス
を

仕
入

れ
、調

達
す

る
必

要
性

が
生

じます
。

この
材

料
や

サ
ー

ビス
の

供
給

者
とは

、自
社

へ
の

売
り手

で
、い

わ
ば

自
社

が
お

客
さま

で
す

。
しか

し、この
売

り手
が

業
界

で
力

を持
って

い
る場

合
や

、そ
の

売
り手

の
業

者
数

が
少

な
い

場
合

、仕
入

れ
コス

ト
が

高
くな

る
場

合
が

多
くな

ります
。

す
な

わ
ち

、自
社

の
収

益
性

が
悪

化
す

る
要

因
に

な
るの

で
す

。
悪

化
要

因
として

は
、具

体
的

に
次

の
ような

も
の

を指
します

。

・市
場

集
中

度
・製

品
の

差
別

化
・ス

イッチ
ング

・コス
ト

・川
下

統
合

な
どで

す
。

9

●
競

争
要

因
3：

買
い

手
（

顧
客

）
の

交
渉

力
自
社
製
品
の
提
供
先
が
法
人
企
業
の
場
合
、
も
し
そ
の
企
業
が
巨
大
な
企
業
で
、
バ
イ
イ
ン
グ
パ
ワ
ー

（
購
買
力
）
が
非
常
に
大
き
い
と
、
買
い
手
で
あ
る
法
人
企
業
の
価
格
交
渉
力
は
強
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
製
品
の
差
別
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
・
コ
ス
ト
が
低
い
場
合
に
も
、
買

い
手
で
あ
る
顧
客
の
交
渉
力
が
強
く
な
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
自
社
製
品
は
買
い
た
た
か
れ
て
、
利
益
率
は
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

その
要

因
として

は
、具

体
的

に
次

の
ような

も
の

を指
します

。

・
市
場
集
中
度

・
製
品
の
差
別
化

・
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
・
買
い
手
の
情
報
量

・
川
上
統

合
な
ど
で
す
。
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●
競

争
要

因
4：

代
替

品
の

脅
威

（
競

争
業

者
）

代
替

品
とは

、例
として

、ビー
ル

に
は

発
泡

酒
、

鉛
筆

＋
消

しゴ
ム

に
は

フリクシ
ョン

、
ゲ

ー
ム

機
に

は
ス

マホ
アプリゲ

ー
ム

、
固

定
電

話
に

は
携

帯
電

話
、

本
に

は
電

子
書

籍
な

ど、商
品

その
もの

の
代

替
や

、機
能

として
代

替
で

きる
も

の
まで

幅
広

い
も

の
を指

します
。顧

客
が

代
替

品
へ

の
切

り替
え

が
容

易
な

場
合

に
は

、ス
イッチ

ング
・コス

トが
低

い
た

め
、収

益
性

に
影

響
を及

ぼ
します

。

・代
替

品
の

価
格

対
性

能
比

・ス
イッチ

ング
・コス

ト
・川

下
統

合
・他

の
業

界
で

の
変

化
な

どで
す

。

こ
の
よ
う
に
し
て

5フォー
ス

に
よって

、業
界

構
造

を明
確

に
す

れ
ば

、どの
ような

戦
略

をとる
ことで

自
社

が
優

位
性

を発
揮

で
き

る
の

か
が

見
え

て
きます

。
それ

をも
とに

、今
後

の
変

化
を予

測
し、自

社
に

有
利

な
業

界
構

造
を創

出
す

る
ことが

課
題

で
あ

る
とポ

ー
ター

は
伝

え
て

い
ます

。
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【導
入
学
習
】経
営
管
理
基
礎
第
7回

親
和
図
法
で
す
。

1

今
回
は
、第
7回

と言
うことで

親
和
図
法
を行
って
い
きます

。
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は
い
、ここで

は
、一
番
最
初
に
「親
和
図
法
とは
」
に
つ
い
て
、見
て
行
きましょう。

次
に
「課
題
文
」
を見
て
行
き
、
最
後
に
「親
和
図
法
の
振
り返
り」
を行
い
ま
す
。

3

ヒアリング
に
よって

得
られ
る
回
答
は
相
手
次
第
で
さまざ

まで
す
が
、話
を掘
り下
げ
て
み
る
と、

実
は
原
因
が
同
じだ
った
とい
うことは

よくあ
る
ことで

す
。

た
とえ
ば
、「最

近
、困
って
い
る
ことを

教
え
て
くだ
さい
」とい

う質
問
を
身
の
回
りに
い
る
複
数
の

人
に
問
い
か
け
た
とき、Aさん

は
「好
き
な
も
の
が
買
え
な
い
こと」だ

と述
べ
、Bさん

は
「体
重
が
増

え
て
い
る
こと」だ

と回
答
した
とします

。

ここで
、ロジ

ックツリー
で
学
ん
だ
ブレイクダウン

を
適
用
して
み
ま
しょう。

Ａ
さん
の
「好
きな
も
の
を
買
え
な
い
」、Ｂ

さん
の
「太
って
しま
う」と悩

む
原
因
は
何
な
の
か
、掘

り下
げ
て
み
る
と、実

は
同
じ理
由
で
あ
る
場
合
が
あ
ります

。

も
し、残

業
を
減
らして

帰
宅
を
は
や
め
る
ことで

、「空
い
た
時
間
で
シ
ョッピン

グ
に
行
こう」、「早

め
に
夕
食
をた
べ
よう」とそれ

ぞ
れ
行
動
を起
こす
の
で
あ
れ
ば
、2人

に
は
“残
業
が
多
くて
帰
宅

が
遅
い
”とい

う共
通
の
真
因
が
あ
った
とい
うことで

す
。

この
ように

真
因
を
見
つ
け
、くくり出

して
、これ

を解
決
す
る
施
策
を
ひ
ね
り出
す
や
り方
を親
和

図
法
と呼
び
ま
す
。
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課
題
文
を見
て
行
きましょう。

【約
1分
待
つ
】

5

今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
を
親
和
図
法
を
使
っ
て
考
え
て
い
く
と
、
い
く
つ
か
の
真

因
に
集
約
で
き
ま
す
。

・パ
ンの
生
産
計
画
が
１
週
間
単
位
の
た
め
に
細
か
く発
注
で
きな
い

・消
費
期
限
切
れ
で
廃
棄
され
る
パ
ンが
多
く発
生
して
い
る

・オ
ー
ブンに

入
りき
らず
に
次
回
の
オ
ー
ブンで

の
焼
き
まで
待
ち
状
態
に
な
る
パ
ン
が
よ
く発
生
す

る
真
因
として

は
、「細

か
い
注
文
に
対
応
で
き
る
設
備
が
な
い
」とい

うことで
す
。

・パ
ンの
生
産
計
画
が
１
週
間
単
位
の
た
め
に
細
か
く発
注
で
きな
い

・消
費
期
限
切
れ
で
廃
棄
され
る
パ
ンが
多
く発
生
して
い
る

・取
引
先
か
らの
注
文
に
対
して
欠
品
に
よる
納
期
遅
れ
が
増
え
て
い
る

・原
材
料
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
た
め
、材
料
の
購
買
物
流
が
遅
れ
て
製
造
リー
ドタイム

が
延

び
る
ことが

よ
くあ
る

真
因
として

は
、「販

売
予
測
の
精
度
か
悪
い
」とい

うことで
す
。

・オ
ー
ブンに

入
りき
らず
に
次
回
の
オ
ー
ブンで

の
焼
き
まで
待
ち
状
態
に
な
る
パ
ン
が
よ
く発
生
す

る・原
材
料
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
た
め
、材
料
の
購
買
物
流
が
遅
れ
て
製
造
リー
ドタイム

が
延

び
る
ことが

よ
くあ
る

・作
業
時
間
の
中
で
工
場
従
業
員
が
何
も
して
い
な
い
時
間
が
しば
しば
発
生
して
い
る

真
因
として

は
、「製

造
工
程
の
ボ
トル
ネ
ックが

放
置
して
い
る
」とい

うことで
す
。

共
通
の
真
因
に
つ
い
て
施
策
を
考
え
る
こ
と
で
、
複
数
の
問
題
を
一
気
に
解
消
で
き
る
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た
め
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
問
題
点
を
個
別
解
決
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。

6

イ
ン
プ
ッ
ト

か
ら

プ
ロ
セ
ス
、
プ
ロ
セ
ス

か
ら

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

ま
で
に
つ
い
て
、

前
後
関
係
・
所
要
時
間
・
責
任
者
の
情
報
を
付
け
加
え
、
さ
ら
に
施
策
に
具
体
性
を
持
た
せ

る
た
め
に
、
実
施
時
期
を
表
す
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
書
か
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
進
捗
管
理
す
る
こ
と
で
、
各
担
当
者
が
自
分

の
作
業
の
締
め
切
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
遅
れ
を
抑
え
る
と
い
う

よ
う
な
働
き
が
期
待
で
き
ま
す
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
の
各
施
策
は
、
細
か
い
プ
ロ
セ
ス
に
分
解
す
る
こ
と
で
、
現
場
担
当
者
レ

ベ
ル
で
作
業
の
進
捗
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

7 129



ここで
も
う一
度
、親
和
図
法
に
つ
い
て
見
て
行
きましょう。

「親
和
図
法
」とは

、言
語
デ
ー
タを、グ

ル
ー
プ分
け
して
、整
理
、分
類
、体
系
化
す
る
方
法
で
す
。

事
実
、意
見
、発
想
を言
語
デ
ー
タで
とらえ

、それ
らの
相
互
の
「親
和
性
」に
よって

統
合
した
図
を

作
ります

。
「親
和
性
」とは

、似
て
い
る
とい
うことで

す
。

解
決
す
べ
き
問
題
の
所
在
、形
態
を明
らか
に
して
ゆ
く方
法
で
す
。

未
来
・将
来
の
問
題
、未
知
・未
経
験
の
問
題
な
ど、モ

ヤ
モ
ヤ
として

は
っき
りしな

い
問
題
に
よ
く使

用
しま
す
。

つ
まり、似

た
も
の
同
士
の
グ
ル
ー
プ別
に
ま
とめ
て
、問
題
点
や
解
決
策
を
導
きだ
しま
す
。

「親
和
図
法
」の
目
的
は
、重
要
な
問
題
の
解
決
に
あ
って
、混
沌
として

い
る
事
象
を
整
理
し、問

題
を明
確
に
浮
か
び
上
が
らせ
る
ことで

す
。

次
の
ような

メリットが
あ
ります

。
・混
沌
とした

状
態
の
中
か
ら、問

題
点
を発
見
す
る
ことが

で
きます

。
・現
状
を打
破
して
、新
しい
考
え
方
を得
る
ことが

で
きます

。
・問
題
の
本
質
が
的
確
に
とらえ

られ
、関
係
者
に
明
確
に
認
識
して
も
らえ
ます
。

・自
分
の
意
見
や
他
人
の
意
見
が
取
り入
れ
られ
、全
員
参
画
に
よる
意
識
向
上
と活
性
化
が
は
か

れ
ま
す
。

な
どで
す
。

8
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【導
入
学
習
】経
営
管
理
基
礎
第
８
回
フレー

ム
ワー
ク活
用
法
で
す
。

1

今
回
は
、
第
８
回
と
い
う
こ
と
で

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
活
用

を
行
って
い
きます

。
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ここで
は
、一
番
最
初
に
「フレー

ム
ワー
ク活
用
とは
」
に
つ
い
て
、見
て
行
きま
しょう。

次
に
「課
題
文
」
を見
て
行
き
、
最
後
に
「フレ

ー
ム
ワ
ー
ク活
用
の
振
り返
り」
を行
い
ま
す
。

3

一
番
最
初
に
紹
介
した
基
本
フレー

ム
ワ
ー
クの
M
ECE（

ミー
シ
ー
）
な
どは
、あ
らゆ
る
フレー

ム
ワー
ク

の
ベ
ー
ス
として

、問
題
発
見
～
課
題
分
析
～
評
価
解
決
フェー

ズ
とい
う、様

々
な
所
で
使
わ
れ
て
い

ます
。

EM
法
で
は
、あ
る
べ
き姿
と実
際
の
姿
に
差
異
が
あ
る
状
態
を
問
題
とよび

、取
り上
げ
た
問
題
を
解
決
す

る
、も
しくは

目
標
実
現
の
た
め
に
や
らな
け
れ
ば
な
らな
い
ことを課

題
と定
義
して
い
ます
。

4つ
の
プロセ

ス
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、最
初
の
ス
テ
ップ
で
課
題
をス
テ
ー
トメン

トとして
記
述
して
い
ます
。

１
．
課
題
設
定
の
思
考
手
順
：

問
題
点
を
整
理
して
ス
テ
ー
トメン

トを作
成
（
課
題
化
）
す
る
ことに

より、課
題
（
行
為
）
として

明
確
化
し優
先
順
位
をつ
け
て
処
理
す
る
プ
ロセ
ス
で
す
。

２
．
原
因
究
明
の
思
考
手
順
：

経
験
や
思
い
込
み
に
よる
短
絡
的
な
判
断
を防
ぎ
、シ
ス
テ
マテ
ィックな

情
報
収
集
と論
理
的
検
証
に
よ

る
効
率
的
な
原
因
究
明
をす
る
プロセ

ス
で
す
。

３
．
意
思
決
定
の
思
考
手
順
：

適
切
な
判
断
基
準
を明
確
化
し、複

数
の
選
択
肢
か
ら実
施
上
の
諸
問
題
も
考
慮
して
最
適
案
を策

定
す
る
プ
ロセ
ス
で
す
。

４
．
リス
ク対
応
の
思
考
手
順
：

将
来
起
こり得

る
問
題
を
想
定
し、リス

クの
評
価
と予
防
対
策
お
よび
発
生
時
の
影
響
を軽
減
す
る
対

策
を
策
定
す
る
プロセ

ス
で
す
。
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今
回
、勉
強
した
も
の
を
図
式
化
して
み
ましょう。

【クリック】
ま
ず
、「M

ECE」
と
「KPI」

は
、問
題
発
見
～
課
題
分
析
～
評
価
解
決
の
フレー

ム
ワー
クまで

様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
ま
す
。

【クリック】
次
に
「SW

O
T分
析
」は
、問
題
発
見
の
フレー

ム
ワー
クで
使
わ
れ
ます
。

【クリック】
「PPM

」も
問
題
発
見
の
フレー

ム
ワー
クで
使
わ
れ
ま
す
。

【クリック】
「B/S,P/L」は

、問
題
発
見
の
フレー

ム
ワー
クで
使
わ
れ
ます
。

【クリック】
「損
益
分
岐
点
」は
、課
題
分
析
の
フレー

ム
ワー
クで
使
わ
れ
ま
す
。

【クリック】
問
題
発
見
の
フレ
ー
ム
ワー
クとな

る
、

「コア
コンピタンス

分
析
」は
、企
業
の
競
争
力
（
顧
客
へ
の
価
値
提
供
に
お
け
る
強
み
）
が
どこに

あ
る
か
を分
析
す
る
た
め
の
手
法
で
す
。

【クリック】
「イノベ

ー
タ理
論
」は
、1962年

ス
タンフォー

ド大
学
の
エベ
レット・Ｍ

・ロジ
ャー
ス
教
授
が
提
唱
した
、消
費
者
の
購
買
姿
勢
を5つ

の
タイプに

分
類
した
も
の
で
す
。

【クリック】
課
題
分
析
の
フレ
ー
ム
ワー
クとな

る
「ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャン」は

、ライバ
ル
の
い
な
い
市
場
で
勝
負
す
る
た
め
に
は
どん
な
視
点
を持
つ
とよい

か
とい
うも
の
で
す
。

【クリック】
「プ
ロコン」とは

、物
事
の
良
い
面
と悪
い
面
を検
討
す
る
時
に
使
うフレー

ム
ワー
ク。必

要
に
応
じて
情
報
を細
分
化
す
る
ことが

で
き、評

価
項
目
を定
め
て
、それ

に
つ
い
て
メリット・デ

メリット
を
定
性
的
・定
量
的
に
評
価
す
る
ことで

す
。

【クリック】
「パ
レ
ー
ト」は

、全
体
の
一
部
を占
め
る
存
在
が
主
要
な
影
響
力
を持
って
い
る
とい
うことを示

す
経
験
則
で
す
。20％

：
80％

の
割
合
に
収
束
す
る
ことが

比
較
的
多
い
た
め
、ニハ

チ
の
法
則

と呼
ば
れ
る
ことも

あ
りま
す
。

【クリック】
「経
験
曲
線
」とは

、あ
る
業
務
を繰
り返
す
ことに

よって
効
率
化
が
促
され
、単
位
当
た
りの
コス
トも
下
が
って
い
くとい

う経
験
則
を示
した
も
の
で
す
。

【クリック】
「形
態
分
析
法
」は
、発
想
技
法
で
あ
り、課

題
をい
くつ
か
の
要
素
に
分
解
後
に
各
要
素
の
変
化
範
囲
を組
み
合
わ
せ
る
ことで

要
因
を分
析
します

。
【クリック】
「CM

M
I」は
、対
象
プロセ

ス
の
管
理
レベ
ル
を測
定
す
る
た
め
の
評
価
体
系
で
す
。

【クリック】
評
価
解
決
の
フレ
ー
ム
ワー
クとな

る
「SCAM

PER」は
、ボ
ブ・エバ

ー
ル
に
よって

開
発
され
た
発
想
技
法
で
す
。

【クリック】
「クロス

法
」は
、日
本
創
造
学
会
の
高
橋
氏
が
提
唱
して
い
る
発
想
技
法
で
す
。

5

「関
係
性
の
視
点
」か
ら図
式
化
して
み
ま
しょう。

【クリック】
「ロジ

ックツリー
」は
、問
題
発
見
～
課
題
分
析
～
評
価
解
決
の
フレー

ム
ワー
クまで

様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
ます
。

「トップ
ダウン/ボ

トム
アップ」も

問
題
発
見
～
課
題
分
析
～
評
価
解
決
の
フレー

ム
ワー
クまで

様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
ます
。

トップ
ダウンとは

、組
織
の
上
層
部
か
ら現
場
に
対
して
何
らか
の
方
針
や
決
定
を伝
達
す
る
流
れ
を示
し、ボ

トム
アップとは

現
場
か
ら積
み
重
ね
た
意
見
を集
約
して
上
層
部
に
伝
え
る
アプ

ロー
チ
と言
え
ます
。

【クリック】
「5F」は

、投
資
先
事
業
の
業
界
魅
力
度
を分
析
す
る
た
め
の
フレー

ム
ワー
クで
す
。

【クリック】
「欠
点
/希
望
列
挙
法
」は
、課
題
を発
見
す
る
時
に
便
利
な
発
想
技
法
で
す
。

【クリック】
「親
和
図
法
」は
、グ
ル
ー
プ化
に
よって

デ
ー
タを整

理
・分
析
す
る
た
め
の
品
質
管
理
手
法
で
あ
り、新

Q
C7つ

道
具
の
1つ
として

、数
値
化
で
きな
い
デ
ー
タを定

性
分
析
す
る
た
め
に
考
案
さ

れ
ま
した
。

【クリック】
「PEST分

析
」は
、マ
クロ環

境
分
析
をお
こな
うマー

ケ
テ
ィング

フレー
ム
ワー
クで
す
。PESTとは

、Politics（
政
治
）
Econom

y（
経
済
）
Society（

社
会
）
Technology（

技
術
）
の
4つ
の
頭
文
字
を取
った
も
の
で
す
。

【クリック】
「マ
インドマ

ップ」は
、頭
の
中
に
あ
る
さまざ

まな
アイデ

アを網
羅
的
か
つ
視
覚
的
に
記
録
す
る
方
法
で
す
。

【クリック】
「ブ
レ
インス

トー
ミング

」は
、議
論
に
対
して
自
由
な
発
想
をして

連
想
を繰
り返
す
方
式
で
す
。

【クリック】
「組
織
図
」は
、ツリー

構
造
を
基
本
とす
る
活
動
集
合
体
の
全
体
図
で
す
。

【クリック】
「3C分

析
」は
、3Cは

、Custom
er（

顧
客
）
・Com

petitor（
競
合
）
・Com

pany（
自
社
）
の
３
つ
の
頭
文
字
を取
った
も
の
で
す
。

【クリック】
「3C/4C/4P」は

、マ
ー
ケ
テ
ィング

の
面
で
自
社
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を3分

類
して
分
析
す
る
や
り方
の
ことで

す
。

3Cは
、Custom

er（
顧
客
）
・Com

petitor（
競
合
）
・Com

pany（
自
社
）

4Cは
3Cに

Co-O
perator（

協
力
者
）
を加
え
た
も
の

4Pは
、Product（

製
品
）
・Price（

価
格
）
・Place（

流
動
）
・Prom

otion（
宣
伝
）
で
す
。

【クリック】
「フィッシ

ュボ
ー
ン」は

、問
題
の
要
因
を細
分
化
して
定
量
的
に
見
え
る
化
す
る
ととも

に
、それ

を
ベ
ー
ス
に
根
本
的
な
解
決
策
を考
案
す
る
た
め
に
用
い
る
方
式
で
す
。

【クリック】
「属
性
列
挙
法
」は
、ネ
ブラス

カ大
学
の
ロバ
ー
ト・クロフォー

ド教
授
が
1930年

代
に
考
案
した
強
制
連
想
法
の
1つ
で
す
。

【クリック】
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「シ
ネ
クテ
クス
法
」は
、関
係
が
無
い
と思
わ
れ
る
要
素
同
士
を結
び
つ
け
て
解
決
手
段
を得
ようとす

る
アプロー

チ
方
法
で
す
。

6

「時
系
列
の
視
点
」か
ら図
式
化
して
み
ま
しょう。

【クリック】
「PDCA」は

、問
題
発
見
～
課
題
分
析
～
評
価
解
決
の
フレー

ム
ワー
クまで

様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
ま
す
。

「IPO
」とは

、プ
ロセ
ス
の
根
幹
とな
る
概
念
で
あ
り、インプ

ット/プロセ
ス
/アウトプットの

3要
素
か
らな
る
フレー

ム
ワー
クで
す
。

【クリック】
「バ
リュー

チ
ェー
ン」は

、主
活
動
と支
援
活
動
の
連
携
に
よって

価
値
に
提
供
され
る
とい
うも
の
で
、各
活
動
が
どの
よ
うに
連
携

して
価
格
が
生
み
出
され
て
い
る
か
を分
析
す
る
た
め
に
使
い
ます
。

【クリック】
「デ
コンス

トラクシ
ョン」は

、複
数
の
や
り方
で
実
現
して
い
た
も
の
を
絞
り込
む
ことで

す
。

【クリック】
「PERT図

」は
、作
業
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
つ
い
て
前
後
の
依
頼
関
係
に
リー
ドタイム

を
加
え
て
表
現
した
も
の
で
す
。

【クリック】
「STP」は

、効
果
的
に
市
場
を開
拓
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

【クリック】
「ス
トー
リー
法
」は
、実
際
の
場
面
を思
い
浮
か
べ
て
気
づ
い
た
問
題
点
を解
決
す
る
ことを目

的
とした

ボ
トム
アップ

な
フレ
ー
ム

ワー
クで
す
。

【クリック】
「RO

I」は
、対
象
に
対
す
る
投
資
効
果
とそこか

ら得
られ
る
利
益
効
果
を金
額
換
算
した
も
の
を比
較
す
る
指
標
の
ことで

す
。

【クリック】
「AIDM

AとAISAS」は
、ユ
ー
ザ
ー
の
消
費
行
動
を体
系
建
立
て
る
際
に
使
用
され
ます
。
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3枚
の
図
を
1枚
で
表
す
と
、
こ
の
図
の
様
に
な
り
ま
す
。

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
整
理
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
時
系
列
タ
イ
プ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
問
題
が
発
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
解
決
に
向
か
う
と
こ
ろ
ま
で
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
扱
い
ま
し
た
。

1つ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
全
て
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
頭
を
悩
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
併
用
し
て
柔
軟
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
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【導
入

学
習

】経
営

管
理

基
礎

第
９

回
経

済
動

向
で

す
。

1

今
回

は
、第

９
回

と言
うことで

経
済

動
向

～
日

本
経

済
の

論
点

を知
る

～
を行

って
い

きます
。
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ここで
は

、一
番

最
初

に
「経

済
成

長
」

に
つ

い
て

、見
て

行
きましょう。

次
に

「問
題

文
」

を解
い

て
、

最
後

に
「GDPとDNP」

に
つ

い
て

とな
りま

す
。

3

1955年
か
ら
約
1
0
年
間
を
、
経
済
成
長
率
が
平
均
1
0
％
を
上
回
っ
た
こ
と
を
う
け
て

高
度
経
済
成
長
の
時
代
と
よ
び
ま
す
。

1
9
5
5
年
か
ら
の
神
武
景
気
が
高
度
経
済
成
長
の
幕
開
け
と
な
り
、
続
い
て
岩
戸
景
気
、

さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
、
そ
し
て
1
9
6
5
年
か
ら
7
0
年
の
長
期
に
わ
た
る
い
ざ
な

ぎ
景
気
と
続
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
１
ド
ル
が
3
6
0
円
と
円
安
の
固
定
相
場
制
で
あ
っ

た
こ
と
や
、
今
と
比
べ
て
若
い
労
働
人
口
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
が
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
の
特
需
が
あ
っ
た
こ
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
転
換
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
戦
後
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
、
新
し
い
技
術
を

積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

●
G
N
Pの
変
化

神
武
景
気
の
起
点
と
な
っ
た
1955年

、
日
本
の
G
N
P（
国
民
総
生
産
）
は
戦
前
の
水
準
を
越

し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
日
本
経
済
は
、
岩
戸
景
気
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
と
い
う
大
型

の
好
景
気
を
く
り
か
え
し
、
70年

代
初
め
ま
で
高
度
成
長
を
維
持
し
ま
し
た
。
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1.
昭

和
20年

８
月

は
、問

題
文

の
１

行
目

で
「昭

和
20年

（
1945年

）
の

敗
戦

直
後

」
とあ

る
の

で
「敗

戦
」が

入
ります

。

2.
1950年

に
朝

鮮
戦

争
が

勃
発

し、日
本

を
前

線
基

地
として

朝
鮮

戦
争

特
需

が
発

生
し、

それ
を機

に
青

息
吐

息
だ

った
日

本
の

産
業

は
大

きく息
を

吹
き

返
しました

。

3.
1960年

に
池

田
内

閣
が
発
表
し
た
、
所
得
を
10年

間
で
2倍
に
す
る
と
い
う
所
得

倍
増
計
画
が
7年
間
と
い
う
短
期
間
で
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

さらに
1968年

に
は

、西
ド

イツを
抜

きGD
Pベ

ー
ス

で
世

界
第

2位
とな

りました
。この

1965年
か

ら1970年
の

間
は

好
景

気
が

続
き、当

時
戦

後
最

長
を記

録
しました

。この
好

景
気

は
神

武
景

気
や

岩
戸

景
気

を
超

え
る

好
景

気
だ

とい
う意

味
を込

め
「い

ざ
な

ぎ
景

気
」と呼

ば
れ

ま
した

。

4.
東

京
オ

リン
ピック開

催
や

東
海

道
新

幹
線

の
開

通
日

本
は

1973年
2月

か
ら固

定
相

場
制

か
ら変

動
相

場
制

へ
と移

行
しました

。この
為

替
レ

ー
トの

変
更

や
変

動
相

場
制

へ
の

変
更

に
よる

為
替

差
損

で
輸

出
産

業
は

大
打

撃
を

受
け

、高
度

経
済

成
長

に
陰

りが
見

え
始

め
ました

。

5.
1973年

10月
に

は
第

4次
中

東
戦

争
を

発
端

とした
中

東
産

油
国

の
原

油
輸

出
制

限
で

、
原

油
価

格
の

大
幅

な
上

昇
（

オ
イル

シ
ョック）

に
より狂

乱
物

価
が

勃
発

し、総
需

要
抑

制
政

策
か

ら1974年
に

は
マ

イナ
ス

の
実

質
経

済
成

長
率

（
-1.2%

）
とな

り、ここに
高

度
経

済
成

長
期

は
終

焉
を迎

え
、以

後
は

安
定

成
長

期
に

移
行

しこれ
まで

と比
較

して
低

成
長

の
時

代
を迎

え
ました

。

6.
高

度
成

長
期

で
す

。

5

7.
1985年

に
は

プ
ラザ

合
意

に
よ

り円
高

ドル
安

へ
と誘

導
され

、急
激

な
円

高
が

生
じま

した
。政

府
は

円
高

に
よ

る
円

高
不

況
の

懸
念

か
ら日

本
銀

行
は

著
しい

金
融

緩
和

を
実

施
しま

した
。この

金
融

緩
和

の
中

で
、1980年

代
後

半
か

ら内
需

主
導

で
、低

金
利

政
策

を
採

用
な

どの
景

気
拡

大
政

策
を

行
い

、過
剰

流
動

性
が

発
生

し、信
用

創
造

が
膨

らん
で

不
動

産
、株

価
が

大
幅

に
上

昇
して

好
景

気
を

も
た

らしま
した

。

8.
バ

ブ
ル

期
この

景
気

の
好

調
を

背
景

に
日

本
企

業
は

、海
外

（
特

に
東

南
ア

ジ
ア

）
へ

積
極

投
資

を
行

い
、グ

ロー
バ

ル
経

済
化

（
グ

ロー
バ

ル
化

）
の

流
れ

が
始

ま
りま

した
。

ま
た

、行
政

改
革

の
一

環
で

日
本

電
信

電
話

公
社

、日
本

専
売

公
社

、国
鉄

の
三

公
社

の
民

営
化

が
行

わ
れ

ま
した

。1989年
4月

よ
り

消
費

税
が

新
設

され
、1989年

12月
に

は
東

西
冷

戦
の

終
結

を
宣

言
され

ま
した

。
コミュニテ

ィ・マ
ー

ケ
テ

ィング
は

、企
業

が
目

的
とす

る
商

品
開

発
や

販
売

促
進

、顧
客

ロイヤ
リテ

ィの
向

上
な

どを
達

成
す

る
た

め
に

、企
業

が
一

方
的

に
顧

客
に

対
して

質
問

す
る

だ
け

で
は

な
く、企

業
と顧

客
、顧

客
と顧

客
の

双
方

向
コミュニケ

ー
シ

ョンを
行

い
、顧

客
を

「ファン
化

」させ
目

的
を

達
成

しよ
うとす

る
点

が
大

き
な

特
徴

で
した

。

9.
住

専
問

題
に

代
表

され
る

バ
ブ

ル
後

遺
症

の
不

良
債

権
処

理
が

後
手

に
回

った
ことに

よ
り深

刻
な

問
題

が
発

生
しま

した
。

中
小

零
細

企
業

だ
け

で
な

く大
企

業
の

倒
産

も
相

次
ぎ

、経
済

停
滞

が
長

引
き

ま
した

。民
間

企
業

は
過

剰
な

設
備

・雇
用

・負
債

を
抱

え
込

み
、経

済
は

停
滞

し、バ
ブ

ル
崩

壊
後

積
み

重
な

った
不

良
債

権
問

題
に

、1997年
（

平
成

9年
）

の
ア

ジ
ア

通
貨

危
機

が
加

わ
り、

金
融

危
機

が
発

生
しま

した
。日

産
生

命
、山

一
證

券
、北

海
道

拓
殖

銀
行

、翌
1998年

（
平

成
10年

）
に

は
日

本
長

期
信

用
銀

行
な

どの
名

門
金

融
機

関
の

破
綻

が
相

次
ぎ

、大
手

金
融

機
関

同
士

の
合

併
・統

合
が

進
み

ま
した

。この
年

は
名

目
GDP成

長
率

が
戦

後
最

悪
の

-1.5 %
を

記
録

し、ジ
ャパ

ン・プ
レ

ミアム
に

よ
り邦

銀
、国

内
企

業
の

海
外

に
お

け
る

資
金

調
達

が
困

難
とな

りま
した

。

10.
世

界
的

に
インター

ネ
ット関

連
の

株
が

急
上

昇
し、インター

ネ
ット・バ

ブ
ル

（
ITバ

ブ
ル

）
が

発
生

し、日
本

で
も

1998年
（

平
成

10年
）

ご
ろ

か
らIT関

連
の

株
価

が
上

昇
し始

め
ま

した
。しか

し、日
本

で
は

光
通

信
の

携
帯

電
話

売
買

を
巡

る
不

正
発

覚
を

き
っか

け
に

株
価

が
暴

落
、世

界
的

に
も

連
邦

準
備

制
度

理
事

会
の

利
上

げ
や

ア
メリカ同

時
多

発
テ

ロ事
件

に
よ

って
ITバ

ブ
ル

は
崩

壊
しま

した
。

11.
（

平
成

20年
）

9月
の

リー
マン・クライシ

ス
（

リー
マ

ン・シ
ョック）

で
世

界
同

時
不

況
へ

と陥
り、日

本
も

その
影

響
を

うけ
ま

した
。

（
平

成
20年

）
9月

の
リー

マ
ン・クライシ

ス
（

リー
マ

ン・シ
ョック）

で
世

界
同

時
不

況
へ

と陥
り、日

本
も

その
影

響
を

うけ
ま

した
。

12.
各

国
で

は
その

後
も

、2009年
（

平
成

21年
）

11月
の

ドバ
イの

政
府

系
企

業
に

お
け

る
不

良
債

権
問

題
を

端
緒

とした
ドバ

イ
シ

ョック、ユ
ー

ロ圏
の

い
わ

ゆ
る

PIIGS諸
国

に
お

け
る

国
債

の
信

用
不

安
を

端
緒

とす
る

欧
州

ソ
ブ

リン危
機

（
欧

州
債

務
危

機
）

、さら
に

は
ギ

リシ
ャ財

政
破

綻
や

米
国

債
シ

ョツクな
どが

起
き

、その
影

響
は

日
本

に
も

及
び

、日
本

市
場

に
も

混
乱

を
も

た
らしま

した
。

13.
東

日
本

大
震

災
が

発
生

しま
した

。
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「１
）

売
れ

る
か

ら作
る

」に
つ

い
て

、
「製

造
」が

増
え

る
と、⓵

「雇
用

」が
増

え
ます

。
「雇

用
」が

増
え

る
と、③

「所
得

税
」が

増
え

ます
。

「所
得

税
」が

増
え

る
と、②

「購
入

」が
増

え
ます

。
「購

入
」が

増
え

る
ことで

、消
費

財
として

「製
造

」が
増

え
ま

す
。

「２
）

作
る

か
ら売

れ
る

」に
つ

い
て

、
「農

村
・工

場
等

の
機

械
化

」が
ませ

ば
、④

「農
村

の
効

率
化

」が
進

み
、

「農
村

の
効

率
化

」が
す

す
め

ば
、⑥

「工
場

へ
の

労
働

者
供

給
」が

す
す

み
、

「工
場

へ
の

労
働

者
供

給
」が

す
す

め
ば

、⑤
「機

械
の

増
産

」が
す

す
み

ま
す

。

7

国
民

総
生

産
（

GNP)とは
、あ

る
国

の
国

民
す

べ
て

が
、一

定
の

期
間

の
間

に
生

み
出

した
財

・サ
ー

ビス
の

合
計

額
の

ことで
す

。GNPに
は

、GD
Pと違

って
国

内
以

外
で

生
産

され
た

財
・

サ
ー

ビス
の

価
値

も
含

み
ます

。

GDPの
場

合
、自

国
の

内
部

で
生

産
され

た
財

・サ
ー

ビス
が

GD
Pとして

加
算

され
ます

。例
え

ば
、日

本
国

内
で

生
産

され
た

財
・サ

ー
ビス

は
す

べ
て

GD
Pに

含
まれ

ます
。ア

メリカや
中

国
の

会
社

が
日

本
で

生
産

活
動

を
行

い
、それ

に
よって

利
益

を得
た

場
合

、そ
れ

は
も

ち
ろ

ん
GD

Pの
一

部
に

該
当

しま
す

。つ
ま

り、誰
が

財
・サ

ー
ビス

を
生

産
しようと、それ

が
日

本
国

内
で

あ
れ

ば
、

例
外

な
くGDPに

加
算

され
る

の
で

す
。

一
方

で
、国

民
総

生
産

（
GNP)は

「国
民

」が
新

た
に

生
み

出
した

価
値

の
合

計
を表

します
。

先
程

の
例

で
い

うと、日
本

国
内

で
アメリカや

中
国

の
企

業
が

生
み

出
した

価
値

は
一

切
GNP

に
は

含
ま

れ
ませ

ん
。「国

民
」が

生
み

出
した

価
値

で
は

な
い

か
らで

す
。

反
対

に
、日

本
企

業
が

生
み

出
した

価
値

は
、そ

の
生

産
活

動
の

場
が

中
国

で
あ

って
も

ア
メリカ

で
あ

って
も

GNPに
含

まれ
ます

。
つ

まり、国
民

総
生

産
（

GNP)は
そ

の
国

に
属

す
る

国
民

や
企

業
の

生
産

能
力

を示
す

指
標

で
あ

る
と捉

え
る

と良
い

で
しょう。

式
で

表
す

と、
Ｇ

Ｎ
Ｐ

＝
Ｇ

Ｄ
Ｐ

＋
海

外
か

らの
要

素
所

得
ー

海
外

へ
の

要
素

所
得

とな
りま

す
。また

、「海
外

か
らの

要
素

所
得

ー
海

外
へ

の
要

素
所

得
」を「海

外
か

らの
純

要
素

所
得

」と呼
び

ます
。海

外
に

対
して

、所
得

の
受

け
取

り分
か

ら所
得

の
支

払
い

分
を引

くことで
、

実
質

的
に

手
元

に
残

る
純

粋
な

金
額

が
求

ま
る

とい
うことか

ら、純
要

素
所

得
と呼

ば
れ

て
い

ま
す

。

8 139



【導
入
学
習
】経
営
管
理
基
礎
第
10回

経
営
環
境
で
す
。

1

今
回
は
、第
10回

と言
うことで

経
営
環
境
～
日
本
の
産
業
界
の
流
れ
を捉
え
る
～
を行
って
い
きま

す
。
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ここで
は
、一
番
最
初
に
「演
繹
法
と帰
納
法
」
に
つ
い
て
、見
て
行
きましょう。

次
に
「課
題
文
」
を見
て
行
き
、
最
後
に
「ま
とめ
」
とな
ります

。

3

演
繹
法
に
つ
い
て
で
す
。

演
繹
法
は
三
段
論
法
とも
言
わ
れ
、「2つ

の
情
報
を関
連
付
け
て
、そこか

ら結
論
を必
然
的
に
導
き出

す
思
考
法
」で
す
。

「人
間
は
い
つ
か
死
ぬ
」→
「ソクラテ

ス
は
人
間
で
あ
る
」→
「ソクラテ

ス
は
い
つ
か
死
ぬ
」

導
き
出
され
る
結
論
で
す
。

この
ように

、演
繹
法
は
「ル
ー
ル
」と「観

察
事
項
」、そして

「結
論
」か
らな
って
い
ます
。

す
な
わ
ち
、観
察
事
項
をル
ー
ル
や
一
般
論
に
照
らし合

わ
せ
て
、そ
の
観
察
事
項
が
ル
ー
ル
に
合
って
い
る

か
どうか

で
結
論
を出
す
とい
うも
の
で
す
。
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それ
で
は
次
に
、帰
納
法
で
す
。

帰
納
法
は
、演
繹
法
とは
流
れ
が
反
対
の
思
考
法
で
す
。

つ
まり、ル

ー
ル
と観
察
事
項
か
ら結
論
を
導
くの
で
は
な
く、観

察
され
る
い
くつ
か
の
事
象
の
共
通
点
に
注

目
して
、ル
ー
ル
また
は
無
理
な
く言
え
そうな

結
論
を
導
き出
す
も
の
で
す
。

「東
京
都
民
の
平
均
年
収
は
高
い
」

「神
奈
川
県
民
の
平
均
年
収
は
高
い
」

「大
阪
府
民
の
平
均
年
収
は
高
い
」

→
「大
都
市
圏
の
住
民
の
平
均
年
収
は
高
い
」とい

うル
ー
ル

先
ほ
ど述
べ
た
ように

、三
段
論
法
で
必
然
的
に
結
論
が
出
て
くる
演
繹
法
とは
異
な
り、帰

納
法
で
有
用

な
結
論
を出
す
に
は
あ
る
程
度
の
知
識
が
必
要
で
す
。

ここで
は
、演
繹
法
を
使
い
ます
。

5

問
題
文
を
見
て
行
きましょう。

【約
1分
待
つ
】
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中
小
企
業
と大
企
業
の
相
違
点
は
、【問

題
】で
挙
げ
られ
た
２
つ
の
「定
義
」だ
け
で
す
。した

が
って
、中
小
企
業
の
長
所
と短
所
は
、そこか

ら演
繹
的
に
導
出
す
る
ことに

な
ります

。

まず
、長
所
として

は
、

「従
業
員
が
少
な
い
」
とい
うことは

、
た
とえ
ば
、「意
思
決
定
関
与
者
が
少
な
い
」
ことに

な
り
「迅
速
な
意
思
決
定
が
可
能
」
とな

ります
。

また
「事
業
関
係
者
が
少
な
い
」
ことは

「意
識
統
一
を
図
り易
い
」
ことに

な
ります

。
また

「日
常
に
お
け
る
相
互
の
接
触
機
会
が
多
い
」
ことは

「情
報
共
有
度
が
高
い
」
こ

とに
な
ります

。
さらに

「業
務
担
当
の
代
替
者
が
少
な
い
」
ことは

「社
員
の
当
事
者
意
識
・責
任
感
が

高
い
」
とな
ります

。

7

次
に
短
所
を見
て
行
きま
しょう。

「従
業
員
が
少
な
い
」
とい
うことは

「人
手
が
少
な
く常
に
多
忙
」
で
「故
障
した
り辞
め
た
り

す
る
社
員
が
多
い
」
とな
ります

。

「従
業
員
が
少
な
い
」
とい
うことは

「異
動
機
会
が
少
な
い
」
とな
り
「仕
事
の
属
人
性
が

高
い
」
とな
ります

。

「資
本
金
が
少
な
い
」
ことは

「社
会
的
信
用
を得
難
い
」
こととな

り
「優
秀
な
人
材
が
集
り

難
い
」

とい
うよ
うに
な
りま
す
。
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演
繹
法
は
、「一

般
論
」か
ら結
論
を導
き
出
す
思
考
方
法
で
す
。

相
手
の
話
が
お
か
しい
と思
った
ときに

、三
段
論
法
で
言
い
直
して
み
る
。自
分
の
言
い
た
い
こと

が
見
え
て
きた
ら、「主

張
」「ル
ー
ル
」「観

察
事
項
」に
分
け
て
み
ましょう。

帰
納
法
は
、「事

実
」か
ら結
論
を導
き出
す
思
考
方
法
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タが
集
まった

ら、まず
は
「共
通
点
は
何
か
」を
考
え
て
み
る
。集
め
た
デ
ー
タか
ら

「新
た
な
発
想
や
気
づ
き」を生

み
出
して
み
ましょう。

普
段
か
ら、「い

ま自
分
が
演
繹
法
・帰
納
法
の
どち
らを
使
って
い
る
の
か
」を意

識
して
み
ま
しょう。

そして
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
注
意
点
に
気
をつ
け
れ
ば
、あ
な
た
の
論
理
は
さらに

質
の
高
い
も
の

に
な
る
で
しょう。

9
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【導
入

学
習

】経
営

管
理

基
礎

第
11回

企
業

戦
略

で
す

。

1

今
回

は
、第

11回
と言

うことで
企

業
戦

略
～

経
営

用
語

を
知

り経
営

判
断

を
試

す
～

を行
って

い
き

ます
。
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ここで
は

、一
番

最
初

に
「ポ

ジ
シ

ョニング
マップとは

」
に

つ
い

て
、見

て
行

きま
しょう。

次
に

「課
題

文
」

を見
て

ゆ
きましょう。

3

ポ
ジ

シ
ョニング

の
定

義
とは

、
「ター

ゲ
ットに

とって
の

競
合

と比
較

した
時

の
自

社
製

品
の

差
別

化
ポ

イン
ト、あ

る
い

は
訴

求
ポ

イン
トを

明
確

化
す

る
こと」で

す
。

ポ
ジ

シ
ョニング

に
より、自

社
の

ビジ
ネ

ス
や

特
定

の
ブラン

ドを
顧

客
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

る
と同

時
に

、競
合

と十
分

に
差

別
化

を行
い

、顧
客

の
記

憶
の

中
に

ユ
ニー

クな
位

置
づ

け
を

行
い

ます
。

ポ
ジ

シ
ョニング

は
、一

般
に

縦
軸

×
横

軸
か

ら成
る

二
次

元
マップ

で
あ

る
、「ポ

ジ
シ

ョニン
グ

マッ
プ

」で
表

現
され

ます
。
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ポ
ジ

シ
ョニング

マップの
作

り方
に

つ
い

て
説

明
します

。

⓵
ポ

ジ
シ

ョニン
グ

分
析

で
は

、まず
最

初
に

、製
品

に
対

す
る

顧
客

の
一

般
的

な
KBF(購

買
決

定
要

因
)を

抽
出

します
。

KBF(Key Buying Factor)とは
、顧

客
が

購
入

製
品

を選
ぶ

決
め

手
とな

る
要

素
で

す
。

②
ポ

ジ
シ

ョニン
グ

マ
ップ

の
作

り方
の

次
の

ス
テ

ップで
は

、KBF(購
買

決
定

要
因

)の
うち

、自
社

の
ター

ゲ
ットが

特
に

重
視

す
る

項
目

を
抽

出
します

。

③
ポ

ジ
シ

ョニン
グ

マ
ップ

の
作

り方
の

3ス
テ

ップ目
として

、KBFご
とに

自
社

製
品

と競
合

製
品

の
比

較
評

価
を行

い
ます

。

④
ポ

ジ
シ

ョニン
グ

マ
ップ

の
作

り方
。最

後
の

ス
テ

ップ
で

す
。競

合
製

品
に

勝
て

る
ポ

ジ
シ

ョニ
ン

グ
マップ

の
軸

を2つ
選

定
して

、ポ
ジ

シ
ョニング

マップ
を作

成
しま

す
。

5

【3つ
の

経
営

戦
略

】に
つ

い
て

説
明

します
。

⓵
差

別
化

戦
略

とは
、マイケ

ル
・ポ

ー
ター

に
よって

提
唱

され
た

競
争

戦
略

の
うち

の
一

つ
で

、特
定

商
品

（
製

品
や

サ
ー

ビス
を含

む
）

に
お

け
る

市
場

を
同

質
とみ

な
し、競

合
他

社
の

商
品

と比
較

して
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

面
に

お
い

て
差

異
を設

け
る

ことで
、競

争
上

の
優

位
性

を得
よ

うとす
る

ことで
す

。

②
ブル

ー
オ

ー
シ

ャン戦
略

とは
、競

争
者

の
い

な
い

未
開

拓
の

市
場

空
間

「ブ
ル

ー
オ

ー
シ

ャン」を
創

造
す

る
た

め
の

経
営

戦
略

で
す

。「バ
リュー

イノベ
ー

シ
ョン

（
価

値
革

新
）

」に
着

目
し、顧

客
が

潜
在

的
に

求
め

る
価

値
を

洗
い

出
し、商

品
（

製
品

）
・サ

ー
ビス

を
通

じて
新

た
な

価
値

を提
供

す
る

ことで
、ブル

ー
オ

ー
シ

ャン
（

競
争

の
な

い
市

場
空

間
）

を生
み

出
しま

す
。高

価
値

・低
コス

トで
高

い
収

益
性

を見
込

め
る

優
れ

た
戦

略
として

知
られ

て
い

ます
。

③
コス

ト・リー
ダー

シ
ップ戦

略
は

、米
国

の
経

営
学

者
マイケ

ル
・ポ

ー
ター

著
書

の
『競

争
の

戦
略

』の
中

で
提

唱
され

た
「3つ

の
基

本
戦

略
」の

うち
の

一
つ

で
す

。（
3つ

の
基

本
戦

略
に

は
コス

ト・リー
ダー

シ
ップ

戦
略

の
ほ

か
、差

別
化

戦
略

、集
中

戦
略

が
あ

りま
す

。）
コス

ト・リー
ダー

シ
ップ戦

略
は

、他
社

の
どこよ

りも
低

い
コス

トを実
現

す
る

ことに
より、競

争
に

勝
とうとす

る
戦

略
で

、低
価

格
に

よ
り競

争
優

位
性

を確
立

しようとす
る

戦
略

で
す

。

ユ
ニクロの

高
品

質
・低

価
格

とい
うコス

トリー
ダー

シ
ップ戦

略
を実

現
して

い
る

の
は

、SPA
（

speciality
store retailer of private label apparel）

とい
う仕

組
み

に
よ

る
も

の
で

す
。

SPAとは
、企

画
か

ら製
造

、販
売

まで
を一

手
に

行
う形

で
す

。中
間

マー
ジ

ン
な

どの
余

分
な

コス
トをカット

し、製
品

に
転

嫁
す

る
ことが

で
き

ます
。これ

に
より、品

質
の

良
い

も
の

を低
価

格
で

販
売

で
きる

の
で

す
。
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【SPAとその
メリット・デ

メリット】に
つ

い
て

説
明

しま
す

。

●
SPAとは

、Speciality
store retailer of private label apparelの

略
称

で
す

。
「自

ら作
って

自
ら売

る
」とい

う意
味

を込
め

て
製

造
小

売
業

と訳
され

る
ことも

あ
ります

。素
材

の
調

達
と企

画
、製

造
、物

流
、在

庫
管

理
、店

舗
販

売
な

ど、これ
まで

様
々

な
企

業
が

分
担

して
い

た
業

務
を、メー

カー
だ

け
で

一
つ

の
工

程
として

行
お

うとい
う、1980年

代
後

半
に

登
場

した
画

期
的

な
シ

ス
テ

ム
で

す
。

●
SPAの

メリット
SPAを行

え
ば

直
営

店
の

売
上

げ
や

売
れ

筋
を元

に
、メー

カー
が

消
費

者
の

動
向

を
直

接
知

る
ことも

可
能

で
す

。顧
客

ニー
ズ

を
い

ち
早

くキ
ャッチ

して
、商

品
開

発
に

役
立

て
る

ことも
で

き
る

で
しょう。
また

、あ
らゆ

る
中

間
マー

ジ
ンを

排
除

す
る

ことに
よって

、より安
く価

格
を設

定
す

る
ことも

で
き

ます
。多

種
多

様
な

商
品

をな
らべ

る
百

貨
店

の
棚

で
埋

も
れ

て
しま

うことな
く、店

舗
で

の
取

り
扱

い
は

自
社

製
品

の
み

とな
る

た
め

、存
在

を十
分

アピー
ル

す
る

ことも
で

きる
とい

え
ます

。

●
SPAの

デ
メリット

自
社

企
画

、自
社

製
造

、小
売

ル
ー

トも
独

自
とい

うことは
、それ

だ
け

人
件

費
や

在
庫

コス
ト

な
ども

か
か

る
とい

うことで
す

。さらに
、万

が
一

、ニー
ズ

を読
み

間
違

え
た

場
合

に
は

、損
失

は
す

べ
て

メー
カー

一
社

に
の

しか
か

る
ことに

な
ります

。SPAは
ハ

イリス
ク・ハ

イリター
ンと覚

悟
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

す
。

実
際

、SPAで
成

功
す

る
に

は
工

場
管

理
か

ら店
頭

販
売

に
至

る
ま

で
、独

自
の

ノウハ
ウとシ

ス
テ

ム
が

必
要

で
す

。軌
道

に
乗

る
まで

は
あ

る
程

度
、試

行
錯

誤
しな

け
れ

ば
な

らな
い

とも
い

え
ま

7

す
。
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●
ユ

ニ
クロの

戦
略

ポ
ジ

シ
ョン

例
で

す
。

ユ
ニクロの

製
品

は
カジ

ュアル
ウェア

（
い

わ
ゆ

る
普

段
着

）
で

、その
顧

客
対

象
は

大
人

か
ら

子
ども

、男
性

・女
性

と幅
広

く展
開

して
い

ます
。

さらに
、SPAモ

デ
ル

に
よ

る
低

コス
ト化

、差
別

化
も

強
く意

識
され

た
企

業
戦

略
で

、上
図

の
よ

うな
ポ

ジ
シ

ョニン
グ

と捉
え

る
ことが

で
きます

。

ユ
ニ
ク
ロ
の
経
営
戦
略
は
コ
ス
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
戦
略
と
差
別
化
戦
略
の
複
合
に

よ
る
も
の
と
分
析
さ
れ
ま
す
。
ユ
ニ
ク
ロ
の
最
大
の
特
徴
は
SPA（

製
造
小
売
業
）
に

あ
り
ま
す
。

ユ
ニ
ク
ロ
の
場
合
、
商
品
企
画
・
生
産
・
物
流
・
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
SPAモ

デ
ル
を
他
社
に
先
駆
け
て
確
立
し
、
高
品
質
な
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ
ア
を
圧
倒
的
な
低
価

格
で
提
供
す
る
こ
と
で
飛
躍
的
な
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

卸
や
商
社
な
ど
中
間
流
通
を
自
社
で
手
掛
け
る
こ
と
に
よ
り
、
余
分
な
コ
ス
ト
を
カ
ッ

ト
し
、
製
品
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
他
社
と
同
機
能
の
製
品
が

低
価
格
で
提
供
で
き
る
仕
組
み
に
な
り
ま
す
。

ユ
ニ
ク
ロ
は
SPAと

い
う
差
別
化
戦
略
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
コ
ス
ト
・
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
戦
略
も
実
現
し
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ク
ロ
の
優
れ
て
い
る
点
は
、
単
に
安
売

り
競
争
を
す
る
の
で
は
な
く
、
同
業
他
社
に
先
駆
け
て
SPAと

い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
構
築
し
、
差
別
化
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
優
位
性
を
確
立
し
て
い
る
点
で
す
。

8

コス
ト集

中
戦

略
とは

、ポ
ー

ター
の

基
本

戦
略

の
うち

の
一

つ
で

、特
定

市
場

で
コス

ト優
位

に
立

って
競

争
に

勝
とうとす

る
戦

略
で

す
。

しまむ
らは

コス
ト集

中
戦

略
の

代
表

的
な

例
と言

え
ま

す
。コス

ト集
中

戦
略

は
特

定
市

場
に

お
い

て
い

か
に

他
社

よりも
低

い
コス

トを
実

現
す

る
か

に
焦

点
が

置
か

れ
ます

。

『ファッシ
ョンセ

ン
ター

しまむ
ら』は

20～
50歳

の
主

婦
を

主
な

ター
ゲ

ットとして
い

ま
す

。衣
料

品
業

界
に

お
い

て
主

婦
層

を
主

要
な

ドメインとし、さらに
そ

の
中

で
徹

底
した

コス
ト管

理
を

行
い

低
コス

トを実
現

して
い

ま
す

。

主
婦

層
とい

う業
界

内
の

特
定

市
場

に
的

を絞
り、低

コス
トを

実
現

します
。しま

む
らの

経
営

戦
略

は
ま

さに
コス

ト集
中

戦
略

の
お

手
本

の
ような

も
の

で
す

。

ま
た

、しまむ
らは

マタニ
テ

ィ専
門

店
の

『バ
ー

ス
デ

イ』、服
飾

雑
貨

専
門

店
の

『シ
ャンブ

ル
』、

シ
ュー

ズ
専

門
店

の
『デ

ィバ
ロ』、デ

イウェアシ
ョップ

の
『ア

ベ
イル

』な
ど業

界
内

の
特

定
市

場
に

的
を

絞
った

専
門

店
を展

開
して

い
ます

。

さらに
これ

ら専
門

店
を一

つ
の

商
業

集
積

として
モ

ー
ル

化
して

ゆ
くことを

計
画

して
い

ま
す

。
ファッシ

ョンモ
ー

ル
とい

う考
え

方
を取

り入
れ

、商
圏

に
あ

った
業

態
を

組
み

合
わ

せ
、地

域
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

柔
軟

な
店

舗
展

開
を試

み
て

い
ます

。
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【導
入
学
習
】経
営
管
理
基
礎

第
12回

マー
ケ
テ
ィング

で
す
。

1

今
回
は
、第

12回
と言

うことで
マー
ケ
テ
ィング

～
市
場
・流
通
・消
費
の
動
き
を読

む
～
を行

行
って

い
きま
す
。
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は
い
、ここで

は
、一

番
最
初
に
「マー

ケ
テ
ィング

の
基
礎
知
識
」
に
つ
い
て
、見

て
行
きましょう。

次
に
「まとめ

」
を見

て
い
きま
しょう。

3

マ
ー
ケ
テ
ィング

の
4Pとは

⓵
Product（

プ
ロダクト：

製
品
）

企
業
の
利
益
の
源
泉
とな
る
製
品
を
考
え
ま
す
。品

質
・デ
ザ
イン・ブ

ラン
ド名

・パ
ッケ
ー
ジ
・サ
ー
ビス
・保
証
ま
で
を
含
め
て
製
品
と考

え
ま
す
が
、その

根
本
に
は
、「製

品
を
通
して
顧
客
ニー
ズ
を
どう満

た
す
か
」「製

品
を
通
して
提
供
で
き
る
メリットは

何
か
」とい

う観
点
が
あ
りま
す
。

その
うえ
で
、自

社
の
製
品
を
既
存
の
市
場
の
中
で
どう位

置
付
け
る
か
も
重
要
に
な
り、これ

に
は
次
項
の
価
格
も
大
き
く関
わ
って
き
ま
す
。

②
Price（

プ
ライス

：
価
格
）

市
場
で
販
売
す
る
うえ
で
の
価
格
で
す
。価

格
を
設
定
す
る
ことで

必
然
的
に
決
定
され
て
しま
うも
の
が
、ター

ゲ
ット層

で
す
。価

格
を
決
定
す
る
過
程

で
は
、「顧

客
が
購
入
して
くれ
る
価
格
な
の
か
」「製

品
価
値
との
整
合
性
は
あ
る
か
」「適

正
な
利
益
を
得
られ
る
価
格
で
あ
る
か
」とい

うことの
慎
重
な

検
討
が
不
可
欠
とな
りま
す
。

そして
、価

格
に
よ
って
定
ま
った
ター
ゲ
ット層

に
確
実
に
製
品
を
届
け
る
た
め
に
は
、「どの

よ
うな
形
で
製
品
を
市
場
に
流
通
させ
る
の
か
」とい

うことが
鍵
を
握
りま
す
。

③
Prom

otion（
プ
ロモ
ー
シ
ョン：

販
売
促
進
）

市
場
の
顧
客
ニー
ズ
を
満
た
す
製
品
を
製
作
し、ター

ゲ
ット層

を
決
め
、その

ター
ゲ
ット層

に
購
入
機
会
を
提
供
で
き
る
流
通
・販
売
経
路
を
確
保
す
る
。

この
後
で
、更

に
必
要
に
な
る
ことが

、「い
か
に
製
品
を
認
知
して
も
らうか

」とい
うことで

す
。

製
品
が
どれ
ほ
ど優

れ
て
い
て
も
認
知
され
て
い
な
け
れ
ば
意
味
は
あ
りま
せ
ん
し、認

知
して
も
らった

うえ
で
、更

に
購
入
して
も
らえ
な
け
れ
ば
企
業
に
利

益
は
生
じま
せ
ん
。代

表
的
な
例
として

は
広
告
や
CM
が
あ
りま
す
が
、この

他
に
イベ
ン
トの
実
施
や
メル
マ
ガ
の
送
付
な
ども
プ
ロモ
ー
シ
ョンの

ひ
とつ
の

手
法
とな
りま
す
。

ま
た
、流

通
の
検
討
と同

様
に
、プ
ロモ
ー
シ
ョンに

関
して
も
「情
報
を
確
実
に
ター
ゲ
ット層

に
届
け
る
」とい

う観
点
か
ら、発

信
メデ
ィア
や
市
場
に
流
す

情
報
、そして

プ
ロモ
ー
シ
ョンに

か
け
る
予
算
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
りま
す
。

④
Place（

プ
レ
イス
：
流
通
）

製
品
を
市
場
に
流
通
させ
る
た
め
の
流
通
経
路
や
販
売
す
る
場
所
が
含
ま
れ
ま
す
。実

存
店
舗
で
あ
れ
ば
、自

社
店
舗
・コン

ビニ・百
貨
店
な
ど形

態
は
多
岐
に
わ
た
りま
す
し、立

地
や
店
舗
数
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
りま
す
。ま
た
、近

年
規
模
が
拡
大
して
い
る
ネ
ット通

販
の
よ
うに
、受

注
か
ら販

売
ま
で
を
インター

ネ
ット上

で
完
結
させ
る
方
法
も
存
在
しま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「ター

ゲ
ット層

に
確
実
に
製
品
を
届
け
る
ことが

で
き
る
流
通
形
態
に
な
って
い
る
の
か
」とい

う観
点
で
その
妥
当
性
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
りま
す
。

ま
た
、どの

よ
うな
経
路
で
販
売
す
る
か
とい
うことは

、その
製
品
の
イメー

ジ
戦
略
に
も
つ
な
が
りま
す
。コン

ビニで
い
つ
で
も
購
入
で
き
る
商
品
と、百

貨
店
で
しか
取
り扱

い
が
な
い
商
品
で
は
、同

じ商
品
で
あ
った
として

も
、その

製
品
に
対
して
顧
客
が
も
つ
イメー

ジ
は
大
き
く異
な
る
で
しょう。
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⑤
ワン
・トゥ・ワン・マー

ケ
テ
ィング

従
来
の
マー
ケ
テ
ィング

は
、い
わ
ゆ
る
マ
ス
・マー

ケ
テ
ィング

とい
わ
れ
、あ
る
程
度
セ
グ
メン
テ
ー

シ
ョン化

され
た
中
で
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
った
も
の
とは
い
え
、最

大
公
約
数
的
な
意
味
合
い
が
あ
り

ました
。予

め
顧
客
層
の
ター
ゲ
ットを

絞
って
か
ら製

品
を展

開
し、この

顧
客
層
が
寄
り多

く存
在
す
る
場
所
に
対
して
販
売
促
進
をか
け
て
い
ました

。
これ
に
対
し、ワン・トゥ・ワン・マー

ケ
テ
ィング

とは
、顧

客
一
人
ひ
とりとコミュニ

ケ
ー
シ
ョンを

繰
り返

し、個
別
仕
様
の
サ
ー
ビス
を提

供
す
る
も
の
で
、「リピ

ー
ト購

入
」「上

位
の
商
品
購
入
」

「新
規
顧
客
紹
介
」の
行
動
をとる

よ
うに
働
き
か
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
手
法
で
す
。この

手
法
は
、

顧
客
の
識
別
を行

うの
に
有
効
な
デ
ー
タベ
ー
ス
が
存
在
して
初
め
て
実
現
で
きる
ことで

す
。

⑥
コミュニテ

ィ・マー
ケ
テ
ィング

コミュニテ
ィ・マー

ケ
テ
ィング

は
、企

業
が
目
的
とす
る
商
品
開
発
や
販
売
促
進
、顧

客
ロイヤ

リ
テ
ィの
向
上
な
どを達

成
す
る
た
め
に
、企

業
が
一
方
的
に
顧
客
に
対
して
質
問
す
る
だ
け
で
は
な
く、

企
業
と顧

客
、顧

客
と顧

客
の
双
方
向
コミュニケ

ー
シ
ョンを

行
い
、顧

客
を「ファン化

」させ
目

的
を達

成
しよ
うとす

る
手
法
で
す
。

5

マス
・マー

ケ
テ
ィング

とは
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら1970年

代
に
か
け
て
の
高
度
経
済
成
長
期
の
大
量
消
費
時
代
に

生
ま
れ
た
手
法
で
す
。

そ
の
時
代
、ベ
ル
トコン

ベ
アの
普
及
に
よ
る
大
量
生
産
、交

通
網
の
発
達
に
よる
大
量
流
通
が

可
能
に
な
りました

。
さらに

テ
レ
ビな
どの
マス
メデ
ィアが

発
達
した
ことに

よ
り、消

費
者
の
購
買
量
が
増
加
し、大

量
の
利
益
を生

み
出
す
ことが

で
き
る
ように

な
った
の
で
す
。

マ
ス
マー
ケ
テ
ィン
グ
に
成
功
す
れ
ば
、生

産
か
ら販

売
ま
で
の
全
て
の
コス
トを抑

え
る
ことが

で
き、

大
き
な
利
益
に
つ
な
が
る
とい
う利

点
が
あ
りま
す
。

しか
し、その

分
は
じめ
に
莫
大
な
お
金
が
か
か
る
の
で
、マス

マー
ケ
テ
ィング

を
行
え
る
企
業
は
大

手
企
業
で
あ
る
ことが

ほ
とん
どで
す
。

マ
ス
マー
ケ
テ
ィン
グ
で
扱
う商

品
は
、家

庭
の
食
卓
に
並
ぶ
よ
うな
食
料
品
や
、歯

ブ
ラシ
や
シ
ャ

ン
プー
とい
った
日
常
品
な
ど、多

くの
人
が
使
うような

商
品
が
中
心
で
す
。
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時
代
の
流
れ
や
消
費
者
や
企
業
と顧

客
の
関
係
の
変
化
な
どに
伴
うマー

ケ
テ
ィング

手
法
は
時
代
と共

に
移
り変

わ
ります

。

マス
・マー

ケ
テ
ィング

か
ら
セ
グ
メント・マー

ケ
テ
ィン
グ
さらに

ワン・トゥ・ワン・マー
ケ
テ
ィング

へ
とシ
フトし

て
きました

。

マス
マー
ケ
テ
ィング

とは
不
特
定
多
数
の
人
をター

ゲ
ットに

す
る
マー
ケ
テ
ィン
グ
で
す
が
、不

特
定
多
数
の
人
を対

象
に
す
る
の
で
は
な
く、ター

ゲ
ットを分

割
して
絞
り込

む
マ
ー
ケ
テ
ィング

方
法
をセ
グ
メントマ

ー
ケ
テ
ィン
グ
とい
い
ま

す
。

セ
グ
メン
トマー

ケ
テ
ィング

で
は
国
や
地
域
とい
った
地
理
デ
ー
タや
、年

齢
、性

別
等
の
人
口
統
計
デ
ー
タ、また

購
買
力
、購

買
習
慣
な
ど心

理
的
傾
向
デ
ー
タをも

とに
対
象
をグ
ル
ー
プ
化
して
い
く方
法
で
す
。

さらに
ター
ゲ
ットを絞

った
も
の
をニ
ッチ
マー
ケ
テ
ィング

とい
い
ます
。

マー
ケ
テ
ィング

の
考
え
方
は
、

マネ
ジ
リアル

・マ
ー
ケ
テ
ィング

とは
、企

業
の
マー
ケ
テ
ィン
グ
活
動
を、経

営
者
の
立
場
か
らす
べ
て
の
企
業
活
動

の
中
に
統
合
、管

理
した
うえ
で
その
中
核
として

位
置
づ
け
る
とい
う考

え
方
。つ
まり、マー

ケ
ティング

を経
営
者
の

目
を通

して
広
い
視
野
の
中
に
位
置
づ
け
る
とい
うことで

あ
り、企

業
経
営
に
お
け
る
意
思
決
定
の
考
え
方
で
す
。

リレー
シ
ョンシ

ップ・マー
ケ
テ
ィング

とは
、「顧

客
1人

ひ
とり」を把

握
す
る
ことを前

提
に
展
開
され
るマ
ー
ケ
テ
ィン

グ
で
す
。

市
場
シ
ェアを高

め
る
ことで

は
な
く、「顧

客
内
シ
ェア
」を高

め
る
ことに

マー
ケ
テ
ィング

の
焦
点
が
置
か
れ
る
。つ
まり、

市
場
内
の
何
人
の
顧
客
に
買
って
も
らうか

よりも
、1人

の
顧
客
に
何
回
買
って
もらうか

を重
視
す
る
考
え
方
で
す
。

顧
客
を企

業
に
とって

の
「パ
ー
トナ
ー
」と考

え
、彼

らとの
間
に
好
ましい

関
係
や
歴
史
を
構
築
しな
が
ら、生

涯
に

わ
た
って
彼
らの
ニー
ズ
を満

た
す
製
品
を提

供
し続

け
、最

大
限
の
利
益
をその

顧
客
か
ら得

る
手
法
で
す
。

7

⓵
「マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
＝
売
れ
る
仕
組
み
」を考

え
る
際
に
は
、マー

ケ
テ
ィン
グ
の
４
Ｐ
で
考
え
る

と分
りや
す
くな
りま
す
。

４
Ｐ
とは
、『Product（

製
品
・商
品
）
、Price（

価
格
）
、Prom

otion（
プロモー

シ
ョン）

、Place（
流
通
）
』の
４
つ
を
指
しま
す
。
この
４
つ
の
Ｐ
を組

み
合
わ
せ
な
が
ら、企

業
に
最
適
な
マー
ケ
テ
ィング

手
法
を考

え
る
の
が
、マー

ケ
テ
ィン
グ
の
基
本
（
マ
ー
ケ
テ
ィング

ミッ
クス
）
で
す
。

②
マー
ケ
テ
ィング

の
流
れ
は
、

マ
ス
・マー

ケ
テ
ィング

か
ら始

ま
り、セ

グ
メン
ト・マー

ケ
テ
ィン
グ
を
経
て
、ワ
ン
・トゥ・ワン・マ

ー
ケ

テ
ィング

に
発
達
して
い
きました

。
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